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広　報
一　宮

iＣＨiＮＯＭiＹＡ
愛 わたし イノベーション

６６月月１１１１日日：：尾尾西西ああじじさいまさいまつつりり

地域と最寄りのバス停を結ぶ
　－タクシーを７月から試行運行します

市議会議長・副議長が決ま り ま し た

財政状況をお知らせします

７月２８日（木）～３１日（日）に

一宮七夕まつりを開催します

「
お
ど
り
」
で
ま
ち
を
元
気
に



iＣＨiＮＯＭiＹＡ
愛 わたし イノベーション

7月の行事予定
……参議院議員選挙・期日前投票（～９日）

　　市議会基本条例　意見募集（～８月１日／５）

　　　－タクシーの試行運行を開始（６）

　　オリナス一宮　利用申し込みの受け付け開始（７）

　　「おりひめ　木曽川が織りなす水」の販売開始（７）

　　国民年金保険料　免除申請の受け付け開始（２０）

　　尾西歴史民俗資料館特別展　戦時下の織物業（～８月２１日）

　　美術館・臨時休館（～１１月３０日／２８）

1

2

……日曜新鮮市（３３）3

4

5

……パパもいっしょに遊ぼっ ！（４０）6

7

8

……写生画コンクール　入賞作品展示（～３１日／２２）9

……参議院議員選挙（５）

　　市民短歌教室（２９）／夏のおはなし会・図書館みのりの会（３２）

　　フリーマーケット・新鮮野菜市（３５）

10

……ひよこっこ（４０）11

……消費生活講座・ぐっすり眠れるからだづくりを考えよう ！（３０）12

……ひよこっこ（４０）13

14

……夏をのりきるスタミナ料理教室（３０）15

……マイナンバーカード　臨時休日窓口の開設（８）

　　中央公民館市民文化講演会・３度のクビから現役２７年（９）

　　１３８タワーパーク・サマーフェスタ（～８月３１日／２８）

　　博物館・夏季小展示　土の中のいちのみや（～８月２１日／３２）

　　パパもいっしょに遊ぼっ ！（４０）

16

……もくパラ自然楽講（３３）17

……海の日18

……弁護士による多重債務者無料相談会（２５）19

……市立小中学校終業式

　　ひよこっこ（４０）
20

21

22

……マイナンバーカード　臨時休日窓口の開設（８）

　　親子自然工作教室（３１）
23

……市民川柳教室（２９）24

25

26

27

……一宮七夕まつり（～３１日／１０・１１）28

……こどもミュージアム２０１６　美術たんけん隊（２８）

　　夏休み親子料理教室（２９）
29

……男女共同参画推進セミナー（１４）／普通救命講習Ⅰ（３０）

　　全日本教員ソフトボール選手権大会（～８月１日／３２）
30

……子ども講座・藍の生葉染めを体験 ！（２９）

　　市民水泳大会（３２）／フリーマーケット・新鮮野菜市（３５）
31
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3市長メッセージ「おどり」でまちを元気に

4市政最前線市議会議長・副議長が決定ほか

10おりもの感謝祭　一宮七夕まつり

12財政状況をお知らせします

14市政ニュース男女共同参画セミナーほか

26暮らしのトピックス消費生活情報
防犯・交通安全７月の無料相談

28イベント情報

29情報ボックス教室講座スポーツ
催し募集ほか

36情報発信地まちかどスナップ　　　
まちかどニュースとなりまち探検

40みんなで子育て親子で楽しもう ！ほか

41本を読もうよ図書館の催し、ほたる号ほか

42わたしたちのページ民話という「願い」 

市役所の開庁時間　午前８時３０分～午後５時１５分

窓口窓口　　
時間延時間延長長

休日開休日開設設

納付の納付の　

お知らお知らせせ

　７月分

時間延長…７・１４・２１・２８日（木）

▽市役所本庁舎…午後８時まで

▽尾西・木曽川庁舎…午後７時まで

休日開設…２４日（日）

▽市役所本庁舎…午前９時～正午

取扱業務…住民票の写し、戸籍全部・

個人事項証明書、印鑑登録証明書、各

種税証明書などの発行と市税の収納

７月分

納付は８月１日（月）までに

固定資産税・都市計画税（第２期分）
国　民　健　康　保　険　税（第１期分）
後期高齢者医療保険料（第１期分）
介　護　保　険　料（第１期分）

市政へ市政へのの

ご意見ご意見　

ご要望ご要望はは

市民ファクス73－9126

市民ポスト市役所本庁舎、尾西・木曽川

　　　　　　庁舎、出張所などで受け付け

市民メールinfo@city.ichinomiya.lg.jp

人口と世帯数　　　　　　　　６月１日現在

　　人口…３８６，１１６（＋　　５）　男…１８９，０７８（▲　３５）　女…１９７，０３８（＋　４０）　世帯数…１５５，０８１（＋１１８）　※（　）内は前月対比
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市市長長メメッッセーセージジ
中野正中野正康康市市長長

■「
お
ど
り
」と
一
宮
市

　
皆
さ
ま
、「
お
ど
り
（
踊
り
）」
と
聞
い
て
、
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　
踊
り
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
一
宮
市
で

は
昔
か
ら
民
踊
が
盛
ん
で
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く

島
倉
千
代
子
さ
ん
が
歌
い
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た

「
一
宮
ハ
ッ
チ
ャ
エ
節
」、
尾
西
小
唄
「
い
っ
と
し

ょ
節
」
な
ど
も
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
踊
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
皆
で
楽
し
む
踊
り
と
い
え
ば
「
盆
踊

り
」
で
、
今
で
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
す

る
盆
踊
り
大
会
が
、
各
地
域
で
盛
ん
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
ダ
ン
ス
は
中
学
生
の
必
修
科
目
で
す

　
子
ど
も
の
頃
は
、
机
に
向
か
っ
て
の
勉
強
も
大

切
で
す
が
、
体
を
動
か
し
て
自
ら
体
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
文
部
科
学
省
は
、
平
成

　
年
に
ダ
ン
ス
の
授
業
を
中
学
１
・
２
年
生
で「
必

２４修
」
と
し
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ス
は
、
体
を
動
か
し
て
自
己
表
現
を
す
る

楽
し
さ
が
味
わ
え
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
共
同

し
て
一
つ
の
作
品
を
創
り
上
げ
た
り
、
一
緒
に
踊

る
こ
と
で
仲
間
と
心
を
通
わ
せ
た
り
す
る
楽
し
さ

も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
よ
う
な
新
し
い
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
が
、
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
体
を
動
か

す
表
現
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
、

と
て
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は「
お
ど
り
」が
テ
ー
マ

　
こ
れ
ま
で
も
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
「
ワ
ッ
シ
ョ

ー
い
ち
の
み
や
」
や
「
よ
さ
こ
い
パ
レ
ー
ド
」、
あ

で
や
か
な
集
団
美
の
「
民
踊
大
パ
レ
ー
ド
」
を
は

じ
め
、
飛
び
入
り
大
歓
迎
の
「
盆
踊
り
大
会
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
お
ど
り
」
で
七
夕
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
一
宮
民
踊
連

盟
、
企
業
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
、「
お
ど
り
」
を
テ
ー
マ

に
参
加
型
の
お
祭
り
を
目
指
し
ま
す
。
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、
小
・
中
学
生
と
高
校
生
を
対
象

と
し
た
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
若
者
を
対
象
と

し
た
盆
踊
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
株
式
会
社
Ｌ
Ｄ
Ｈ
の
協
力
で
ダ
ン
ス
を
応
援

　
そ
し
て
、
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
広
め
応
援
す
る

た
め
、
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
、
三
代
目
　
Ｊ
　Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
　Ｂ

ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
　Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ｅ
、
Ｅ

－

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
な
ど
の
人
気
絶
頂
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
擁
す
る
株
式
会
社
Ｌ
Ｄ
Ｈ
（
左
上
写
真
）

か
ら
協
力
を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
「
Ｒ
ｉ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
　Ｓ
ｕ
ｎ
」
を
題

材
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
の
ダ
ン
ス
教
材
（
左
写
真
）

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
ダ
ン
ス

を
練
習
す
る
「
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
も
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
教
材
は
市
内
の
中
学
校
に
も
提

供
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

コ
ン
テ
ス
ト
の
決
勝
大
会
が
行
わ
れ
る
七
夕
ま
つ

り
期
間
中
に
、
素
敵
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
最
終
調
整
中
で
す
。
皆
さ
ま
、
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
ま
ち
を
元
気
に

　
踊
り
や
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
肉
体
を
使
っ
た
表
現

活
動
は
、
元
気
！
の
源
に
な
り
ま
す
。
踊
る
人
の

心
と
体
を
元
気
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
全

体
も
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
七
夕
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
盆
踊
り
な
ど
地
域
で

開
催
さ
れ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分

自
身
を
、
そ
し
て
ま
ち
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ま
も
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「おどり」でまちを元気に

▲ダンススクールを運営する株式会社ＥＸＰＧ
　代表取締役社長の木島康氏と

▲一宮市オリジナルのダンス教材
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
市

議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
は
５
月
　
日
の
臨
時
市
議
会

１６

に
お
い
て
、
図
ら
ず
も
市
議
会
議
長
な

ら
び
に
副
議
長
の
要
職
に
就
任
し
ま
し

た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

職
責
の
重
さ
を
心
に
刻
み
、
誠
心
誠
意
、

職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
各
地
で
地
震
や
風
水
害

に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
で
は
、

被
災
さ
れ
た
自
治
体
に
対
し
、
義
援
金

な
ど
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
近
い
将
来
に
発
生

す
る
か
も
し
れ
な
い
大
規
模
地
震
に
備

え
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
２
月
に
、
人
口
減
少
の
克

服
と
地
域
活
性
化
の
た
め
の
「
一
宮
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
行
政

に
お
い
て
、
具
体
的
な
施
策
・
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
議
会
と
し

て
も
目
標
達
成
に
向
け
、
検
証
を
行
い

な
が
ら
、
本
市
が
大
き
く
飛
躍
で
き
る

よ
う
、
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
所
存

で
す
。

　
市
議
会
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
議

会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
本
会
議

の
生
放
送
や
録
画
映
像
を
公
開
す
る
な

ど
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
現
在
は
議
会
改
革
を
よ
り
一
層

推
進
で
き
る
よ
う
、
議
会
改
革
検
討
協

議
会
を
設
置
し
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

と
課
題
を
協
議
・
検
討
し
、
「
開
か
れ
た

議
会
」
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
い
、

議
決
機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た

め
、
行
政
の
監
視
機
能
は
も
と
よ
り
、

政
策
立
案
機
能
の
充
実
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
　
年
５
月
　
日

２８

１６

　
一
宮
市
議
会

　
　
　
議
　
長
　
　
渡
　
辺
　
之
　
良

　
　
　
副
議
長
　
　
横
　
井
　
忠
　
史

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
代
目
の
議
長
に
新
し
く
選
出
さ
れ
た

７２
渡
辺
之
良
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
４
月
　
日

３６

２４

生
ま
れ
で
　
歳
。

５５

　
平
成
８
年
１
月
１
日
、
尾
西
市
議
会
議

員
に
初
当
選
。
合
併
後
、
一
宮
市
議
会
議

員
と
な
り
現
在
４
期
目
。
そ
の
間
、
副
議

長
、
監
査
委
員
、
建
設
水
道
委
員
長
、
企

画
総
務
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
。
所
属
政
党
は
無
所
属

　
住
所
＝
三
条

　
職
業
＝
会
社
役
員

　
　
代
目
の
副
議
長
に
新
し
く
選
出
さ
れ

７６
た
横
井
忠
史
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
２
月
　

３３

２４

日
生
ま
れ
で
　
歳
。

５８

　
平
成
　
年
５
月
１
日
、
一
宮
市
議
会
議

１５

員
に
初
当
選
、
現
在
４
期
目
。
そ
の
間
、

監
査
委
員
、
中
心
市
街
地
活
性
化
特
別
委

員
長
、
建
設
水
道
委
員
長
、
経
済
教
育
委

員
長
、
企
画
総
務
委
員
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
。
所
属
政
党
は
無
所
属

　
住
所
＝
萩
原
町
林
野

　
職
業
＝
農
業

議
長
の
略
歴

副
議
長
の
略
歴

　
５
月

日
に
臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
、
市
議
会
議
長
に
渡
辺
之
良
さ
ん

５
月
　
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
、
市
議
会
議
長
に
渡
辺
之
良
さ
ん
、、

１６１６

同
副
議
長
に
横
井
忠
史
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

同
副
議
長
に
横
井
忠
史
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。。

市
議
会
議
長
・
副
議
長
が
決
定
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５
月
　
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
、
監

１６

査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
常
任

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
決
定

す
る
と
と
も
に
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

が
次
の
と
お
り
互
選
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

監
査
委
員
（
２
人
）

岡
本
将
嗣
　
柴
田
雄
二

企
画
総
務
委
員
会
（
　
人
）

１０

▽
委
員
長
　
大
津
純

▽
副
委
員
長
　　尾
関
宗
夫

▽
委
員
　
渡
部
晃
久
　
髙
橋
一
　
森
利
明
　

伊
藤
裕
通
　
岡
本
将
嗣
　
花
谷
昌
章
　
渡
辺

之
良
　
渡
辺
宣
之

福
祉
健
康
委
員
会
（
　
人
）

１０

▽
委
員
長
　
京
極
扶
美
子

▽
副
委
員
長
　
長
谷
川
八
十

▽
委
員
　
　井
田
吉
彦
　
　河
村
弘
保
　
　橋
本

浩
三
　
中
村
一
仁
　
髙
木
宏
昌
　
横
井
忠
史
　

柴
田
雄
二
　
日
比
野
友
治

経
済
教
育
委
員
会
（
９
人
）

▽
委
員
長
　
井
上
文
男

▽
副
委
員
長
　
西
脇
保
廣

▽
委
員
　
　佐
藤
英
俊
　
　鵜
飼
和
司
　
　彦
坂

和
子
　
　服
部
修
寛
　
　和
田
彌
一
郎
　
　太
田

文
人
　
　平
松
邦
江
　
　
　
　
　
　
　

建
設
水
道
委
員
会
（
９
人
）

▽
委
員
長
　
則
竹
安
郎

▽
副
委
員
長
　
水
谷
千
恵
子

▽
委
員
　　　島
津
秀
典
　
森
ひ
と
み
　
竹
山
聡
　

谷
祝
夫
　
　浅
井
俊
彦
　
　松
井
哲
朗
　
　末
松

光
生
　

議
会
運
営
委
員
会
（
９
人
）

▽
委
員
長
　
浅
井
俊
彦

▽
副
委
員
長
　
髙
木
宏
昌

▽
委
員
　
井
上
文
男
　
竹
山
聡
　
森
利
明
　

花
谷
昌
章
　
尾
関
宗
夫
　
平
松
邦
江
　
末
松

光
生

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
、

常
任
・
議
会
運
営
委
員
長
が
決
定

市
議
会
議
員
の
寄
付
は
禁
止

　
議
員
が
選
挙
区
内
の
方
へ
寄
付
（
中
元
・
香
典
な
ど
を
含
む
）
を
す
る
こ
と
や
、

有
権
者
が
議
員
に
寄
付
を
求
め
る
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 一
宮
市
議
会

市民意見提出制度

　市議会が議会改革に取り組み、議員の質の向

上を目指すため、市議会基本条例の素案を作成

しました。

▼募集期間／７月１日（金）～８月１日（月）（必着）

▼提出方法／持参または郵送（〒４９１－８５０１　本

庁舎議事調査課）・ファクス（（７３）９１２０）・

電子メール（ gijichosa@city.ichinomiya.lg

　.jp ）

　市民の皆さんから意見を募集し、寄せられた

意見を参考にして最終案を決定するとともに、

寄せられた意見への市の考え方を公表します。

　素案は市ウェブサイト、市資料コーナー（市

役所本庁舎１階、尾西・木曽川庁舎１階）など

で募集期間中閲覧できます。

【問】議事調査課　（２８）９１３９

市議会基本条市議会基本条例例
意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見
 募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集

【問】選挙管理委員会事務局　（２８）８９５８

　任期満了に伴う第２４回参議院議員通常選挙

が、７月１０日（日）に行われます。

　今回の選挙から選挙権年齢が１８歳以上にな

ります。選挙について分からないことがある

ときや「選挙のお知らせ」「選挙公報」が届か

ないときは、お尋ねください。

投投票票日日当当日日にに都都合合の悪い方の悪い方はは
期日期日前前投票投票をを ！！

参議院議員選参議院議員選挙挙

投票投票日日はは７７月月１１００日日
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地域と最寄りのバス停を結ぶ
　－タクシーを７月から試行運行します

【問】地域ふれあい課交通政策室　（２８）８９５５

　公共交通機関を利用しづらい地域で、路線バスを

利用しやすくするため、公民館などに　－タクシー

停留所（下記参照）を設置し、最寄りの路線バスなど

とを結ぶ　－タクシー（予約制）を試行運行します。

　なお利用者が複数の場合は乗り合いで、途中での

乗降車はできません。利用後は、アンケートにご協

力ください。

バス停留所　－タクシー停留所連　区

時之島
瀬部中島公民館

西 成

上之郷公民館

水法
北小渕公民館

南小渕公民館

馬見塚馬見塚郷前

一宮せんい団地
外崎公民館

丹 陽 町

南あずら住宅集会所

東三ツ井
稲荷三ツ井公民館

伝法寺新田公民館

森本
多加木記念館公民館

多加木公園

九日市場
五日市場公民館

伝法寺本郷公民館

西浅井江森公民館

浅 井 町

浅井
柳下集会所

勝宝寺

前野
小日比野新田公民館

宝生町公民館

尾関尾関公民館

バス停留所　－タクシー停留所連　区

杉山田所公民館葉 栗

馬引毛受公民館
大 和 町

馬引西福森公民館

馬寄山之小路公民館今伊勢町

二子駅※レインボー２西
萩 原 町

馬引西花井方

キシショッピング
センター

千秋郵便局
千 秋 町

ウキナオ千秋団地集会所

朝日東小学校

下端地蔵堂

朝 日
下阿古井公民館

塚原公民館

平公民館

木曽川体育館
門間公民館

木曽川町
八幡公民館

※は名鉄尾西線に接続

◇◆　－タクシー・バス停留所一覧　◆◇

▼運行期間／７月１日（金）～２９年３月３１日（金）（年末

年始を除く）

▼運行時間／おおむね午前８時～午後６時で、往路・

復路ともに１時間に１便、１日１０便程度（　－タ

クシー停留所により異なる）

▼運　　賃／１人１回１００円（未就学児は無料）

乗りたい発車時刻の１時間前

までに、名鉄タクシー配車セ

ンター（（７３）５１６６）へ予約

バス停でバスを降り、

　－タクシーに乗車

　－タクシー

停留所で降車

乗りたい発車時刻の１時間前

までに、名鉄タクシー配車セ

ンター（（７３）５１６６）へ予約

バスに乗車

駅やバス停から離れた地域の皆さんへ

　－タクシー停留所で、

　－タクシーに乗り、

最寄りのバス停へ

※時刻表は　－タクシー停留所や市ウェブサイトに掲載

帰り

行き

（７３）５１６６　－タクシーの予約電話

◆　－タクシーの利用方法
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　オリナス一宮のホールを、８月２日（火）から貸し出します。

講演会や研修会、立食パーティーなどに、ご利用ください。

利用申し込みの受け付けは、７月１日（金）からオリナス一宮

で行います。また電話での仮予約（下記参照）もできます。

　詳しくは、オリナス一宮（（８５）７００７）、または市ウェブ

サイトをご確認ください。

【問】経済振興課　（２８）９１３０

オリナス一オリナス一宮宮

▼貸出時間／午前９時～午後９時（受付時間は８時まで）

▼休　館　日／月曜日（祝休日・年末年始を除く）、月曜日が

祝休日の場合の翌日（年末年始を除く）

▼申し込み／利用希望日の１年２カ月前から利用料（右表

参照）を持参の上、オリナス一宮

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか７月からららららららららららららららららららららららららららららららららら利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししししししししししししししし申し込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみをををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけまままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

利用料※貸出時間

７，０００円
午前９時～午後０時３０分

午後１時～４時３０分

８，０００円午後５時～９時

１４，０００円午前９時～午後４時３０分

１５，０００円午後１時～９時

２２，０００円午前９時～午後９時

※物品の展示・販売や営利目的の事業の場合、
　加算あり

▲▲

電話での仮予電話での仮予約約　▲▲

▼申し込み／利用希望日の１年２カ月前から電話で

オリナス一宮

▼そ　の　他／仮予約後、１週間以内にオリナス一宮

へ利用料の持参が必要

【問】計画調整課　（２８）８６２３

▼販売日時／①７月１日（金）～１５日（金）の午前９時

３０分～午後４時②７月１９日（火）以降（土・日曜日、

祝休日を除く）

▼販売場所／①夢織り広場（本庁舎西側）②本庁

舎営業課

▼販売価格／１本・８０円、１箱２４本入り・１，９００円

▼そ　の　他／７月１日（金）から　－ビル１階観光

案内所、シルバー本町ふれあい広場・ツインア

ーチ１３８で販売。一宮七夕まつり期間中は　－ビ

ル３階シビックテラスでも販売

▼受付期間／７月１日（金）～８月３１日（水）

▼販売価格／１箱２４本入り・２，４００円（市内配送料

５００円を含む）

▼申し込み／電話で営業課（（８５）７０９４）、または

住所・氏名・電話番号・箱数を記入の上、ファ

クス（（７３）９２５２）。市ウェブサイトから電子申

請可

▼そ　の　他／８月１日（月）から配達。市外への配送

は、お尋ねください。

　市では、水道水のおいしさを知ってもらうため、市の水道原水である清流

・木曽川の伏流水をペットボトル（５００）に詰めた「おりひめ　木曽川が織

りなす水」を製造しました。極楽寺水源地からくみ上げた原水に塩素などの

薬品を加えず、加熱殺菌を行ったナチュラルウオーターで、賞味期限は製造

から５年です。

　先着順に販売し、配送も期間限定で受け付けます。ぜひご利用ください。

「お

木木曽曽川の伏流水

配送の受け付配送の受け付けけ

イメーイメージジ
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【問】人事課　（２８）８９５３２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月採採採採採採採採採採採用用用用用用用用用用用 市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員ををををををををををを募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集
試験科目受　験　資　格職種・採用予定人数

一般教養

【高校卒】
平成４年４月２日以降
生まれで、高校を卒業
または平成２９年３月に
卒業見込みの方

２人

高 校 卒

一 般 事 務

身　長／男性＝１６０㎝以上、女性＝１５５㎝以上
体　重／男性＝　４８㎏以上、女性＝　４５㎏以上
視　力／両眼とも裸眼で０．６以上、または裸眼
０．１以上で矯正１．０以上
その他／聴力・四肢・腰が正常で、職務遂行
に支障のない身体的状態であること

２人消 防

高
校
卒
業
者

試験科目受　験　資　格職種・採用予定人数

一般教養
【大学院博士前期課程修了】
昭和５１年４月２日以降
生まれの方

美術・美術史専攻の資格があり、採用時までに
常勤（１日の勤務が６時間以上）の学芸員とし
て通算６カ月以上の実務経験がある（休職、育
児休業期間を除く）

１人
大 学 院
博士前期
課程修了

学 芸 員

実
務
経
験
者

【問】納税課　（２８）８９６８

　２８年度の軽自動車税を未納の方へ、６月

下旬に督促状を送付しました。納付しない

と、法令に基づき、財産の差し押さえなど

の滞納処分を行う場合があります。

　なお使用期限を過ぎた納付書では、コン

ビニエンスストアで納付できません。納付

書裏面に記載の金融機関などで納付してく

ださい。納付書が手元にない場合は、ご連

絡ください。

【問】市民課　（２８）８９７２

　「カード交付のご案内」が届いた方に、カード

を休日に交付する窓口を増やします。インター

ネットまたは電話で予約の上、ご来庁ください。

　交付は予約した方を優先して行い、予約をせ

ずに来庁された場合は、長時間お待たせするこ

とになります。また当日の状況により、予約が

ない方の受け付けをお断りする場合もあります

ので、ご理解・ご協力をお願いします。

試験科目受　験　資　格職種・採用予定人数

一般教養

【大学・短大・高校卒】
昭和５１年４月２日以降生まれで、
大学・短大・高校を卒業または平
成２９年３月に卒業見込みの方

①身体障害者手帳を持ち、自力に
より通勤し、介護者なしで職務
の遂行が可能な方

②活字印刷文による出題に対応で
　きる方

２人
大 学 ・
短 大 ・
高 校 卒

一 般 事 務

身
体
障
害
者

ダウンロード可）。郵送希望の方は、９２円切手を

貼った返信用封筒（長形３号）を同封の上、郵送

▼そ　の　他／１次試験は９月１８日（日）に本庁舎で

実施

▼申し込み／７月１日（金）～２２日（金）（消印有効）に

指定用紙を持参または郵送（〒４９１－８５０１　本庁

舎人事課)。市ウェブサイトから電子申請可

▼指定用紙／人事課で配布（市ウェブサイトから

ママイイナナンンババーカーカーードド（（個人個人番番号カ号カーードド））

７７月月・・８８月月に休日に休日のの
交付窓口交付窓口をを増やしま増やしますす

詳しくは、一宮市個人番号カード予約センタ詳しくは、一宮市個人番号カード予約センターー
（（００５７５７００（（０７０７８８））１３１３８８）にお問い合わせくださ）にお問い合わせくださいい

▼交付日時／７月１６日～８月２７日の土曜日

（７月３０日を除く）・８月１４日（日）　午前９

時～午後１時（７月１６日は５時まで）

▼交付場所／本庁舎臨時休日窓口

７７月月・・８８月月にに滞納整滞納整理理をを
集中的に行集中的に行いいますます

軽自動車税
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【問】高年福祉課　（２８）９１５１

～笑顔あふれる介護予防～

元気はつらつ川柳を募集

▼応募方法／７月１日（金）～

８月１９日（金）（必着）に応募

用紙を持参または郵送・フ

ァクス・電子メール（１人３作品まで）

▼　　賞　　／最優秀賞（賞金３０，０００円・賞状）

＝１作品、優秀賞（記念品・賞状）＝３作

品、入賞（賞状）＝３０作品

　※１０月２８日（金）開催の「元気はつらつ介護予

防フェスタ」で表彰

▼そ　の　他／応募用紙は本庁舎高年福祉課、

尾西・木曽川庁舎、出張所などで配布（市

ウェブサイトからダウンロード可）。作品は

自作で未発表の物に限る。作品の著作権は

一宮市に帰属

　いつまでも元気で暮らし、

多くの方が介護予防に取り組

めるように、あなたが楽しく

行っている、介護予防への取

り組みや思いを「笑顔あふれ

る介護予防」をテーマに、ユ

ーモアの効いた川柳にしてく

ださい。

【問】生涯学習課　（８５）７０７７

中央公民中央公民館館　市民文化講演市民文化講演会会

▼日　　時／７月１６日（土）　午後１時３０分～３時

▼会　　場／一宮市民会館

▼講　　師／山﨑武司さん（元プロ野球選手）

▼参　加　料／無料（整理券が必要）

▼整　理　券／７月５日（火）から本庁舎生涯学習課、尾西庁舎１階

尾西生涯学習センター事務室、出張所、市立公民館、一宮・

尾西市民会館、市立図書館（中央・尾西・玉堂記念木曽川）、

一宮スポーツ文化センター、尾西南部生涯学習センターで配

布

▼そ　の　他／手話通訳あり

３３度度ののククビビかからら現現役役２２７７年年

▼募集内容／市内在住で６５歳以上（昭和２６年

１０月２９日以前生まれ）の方の仮装した写真

とコメント

▼応募方法／９月２３日（金）（必着）までに応募

用紙を持参または郵送

　※１０月２８日（金）開催の「元気はつらつ介護予

防フェスタ」などで掲示

▼そ　の　他／応募用紙は本庁舎高年福祉課、

尾西・木曽川庁舎、出張所などで配布（市ウ

ェブサイトからダウンロード可）。写真は家

族と一緒の物も可。写真は原則返却不可

　６５歳以上の方の仮装フォトを募集します。

ご自身が若返り、元気いっぱいに仮装した写

真に、コメントを付けて応募してください。

仮装した写真を募集

【問】高年福祉課　（２８）９１５１

６５歳以上の方の

元気な写真をお元気な写真をお待待ちちししてていいまますす ！！
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０５０（５５４８）８６８６（７月１日（金）以降）行催事の内容案内はハローダイヤルへ

▼日　時／期間中の午前１０時～午後５時

▼申し込み／７月２７日（水）までに電話で七夕

まつり協進会

車椅子の方を

サポートします（無料）

盆踊り大会

　誰もが知っている定番曲や、流行曲を流します。

気軽に参加してください。

▼日　時／７月２８日（木）・３０日（土）・３１日（日）　午後７

時３０分～９時（３１日は８時３０分まで）

▼会　場／銀座通り

※他にも多くの協賛行事があります。開催時間など

詳しくは、行催事表でご確認ください。行催事は

中止・変更する場合があります。

★★　オープニングセレモニー

●　２８日（木）

●　２９日（金）
★★　ミス七夕・ミス織物チャリティーサイン会

★★　ワッショーいちのみや

●　３０日（土）
★★　木曽川高校ブラスバンドパレード

★★　音楽隊・ちびっ子パレード　　★★　御衣奉献大行列

★★　一宮七夕まつりコスプレパレード　５ｔｈ　ｗｉｔｈ　ぽぷかる

★★　ＴＡＮＡＢＡＴＡダンスコンテスト決勝大会

★★　ミス七夕・ミス織物特別撮影会

★★　民踊大パレード　　★★　人力車七夕道中

★★　音楽隊パレード　　★★　女 御  輿 パレード
み こし

●　３１日（日）

●　期間中
★★　いちみん願いごと短冊

★★　市民七夕飾り付けコンクール

★★　七夕グローバル商店街（３０日・３１日だけ）

★★　七夕まつり宣伝ポスター展

★★　「おりひめ　木曽川が織りなす水」の販売（７参照）

ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃＤａｎｃｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気で日本を元気ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕まままままままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕

若者向けに盆踊りを開催します

　若者に人気のヒップホップなどの曲で、盆踊り「七

夕ＤＡＮＣＥ　ＢＯＮ！　ＯＨ　～ＤＯ～　ＲＥＭＩＸ」をみんな

で楽しみませんか。

▼日　時／７月２９日（金）　午後７時３０分～８時３０分、

３０日（土）　午後５時～７時

▼会　場／銀座通り

　ＴＡＮＡＢＡＴＡダンスコンテスト決勝大会出場者が

ＥＸＩＬＥ「Ｒｉｓｉｎｇ　Ｓｕｎ」のダンスを披露します。

※日時など詳しくは、行催事表でご確認ください。

エキシビション
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７７７７７７７７７７７７７７
月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日

～～～～～～～～～～～～～～

日日日日日日日日日日日日日日

２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８

（（（（（（（（（（（（（（木木木木木木木木木木木木木木
））））））））））））））

３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１

（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日
））））））））））））））

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

 一
 宮
 七
 夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕
ままままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ま
 つ
り

第第
　
回
お
り
も
の
感
謝

回
お
り
も
の
感
謝
祭祭

６１６１

　まつりの華として活躍するミス七夕・ミ

ス織物コンテストが５月１４日に開かれ、応

募者１０６人の中から６人が選ばれました。

　ミスたちは、７月７日（木）から市内をはじ

め、県内外の各地をＰＲキャラバンに訪れ

ます。また期間中、オープニングイベント

・チャリティーサイン会・撮影会・ 御 
おん

 衣 奉
ぞ

献大行列・人力車七夕道中などに参加し、

まつりを盛り上げます。

ミ
ス
七
夕
ク
イ
ー

ミ
ス
七
夕
ク
イ
ー
ンン

後藤みなみさん 髙倉玲奈さん

ミ
ス
織
物
ク
イ
ー

ミ
ス
織
物
ク
イ
ー
ンン

ミ
ス
七

ミ
ス
七
夕夕松下玲奈さん 松下凪さん 長屋優花さん松向星さん

ミ
ス
織

ミ
ス
織
物物

　区域内では、たき火や屋外での喫煙が制限されます。

喫煙は消防警備詰所などに限ります。

▽本町１丁目１～４番、本町２丁目、本町３丁目１～

４番・７～１０番、真清田１丁目、栄１丁目９～１１番、

栄３丁目、新生１丁目１番地内

火災予防にご協力を
～特別警戒区域を指定～

　競輪場駐車場を一部無料開放し、本庁舎前まで無料

シャトルバスを運行します。

　交通規制図は７月１日（金）から本庁舎１階受付・経済

振興課、尾西・木曽川庁舎、出張所で配布します。

会場周辺の交通規制を実施
～無料シャトルバスを運行～

　一宮七夕まつりは、今年で６１回目を迎えます。今年は「踊

るココロで織りなす七夕」をテーマに開催します。本町商

店街を中心に、アイデアに富んだアーチ式仕掛け物飾りを

はじめ、 吊 り下げ飾りや吹き流しが
つ

 絢  爛 豪華に飾り付けら
けん らん

れます。また一宮駅一帯は、大型の竹飾りや色とりどりの

吹き流しで、全国各地からの観光客をお迎えします。

　３０日には「ＴＡＮＡＢＡＴＡダンスコンテスト決勝大会」が

開催されるなど、多彩なイベントがめじろ押しです。

【問】一宮七夕まつり協進会（経済振興課内）　（２８）９１３１
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財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状政状況況況況況況況況況況況況況況況をををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせしししししししししししししししままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすす

市債残高は緩やかに減少していく見込みです

　２７年度は新庁舎建設事業の最終年度のため、総務費の支出が増加しています。庁舎は、

大規模災害の際にも防災機能を維持し、市民の安全・安心を守るための施設でもあります。

また２４億円余りの事業費に対して、約２０億６千万円の合併特例債の借り入れも行いました。

　国から手厚い財政支援が得られる合併特例債を活用し、平成１７年の合併以来、さまざま

な整備を行ってきましたが、予定される大規模な合併特例事業は、ほぼ完了に向かってい

ます。また市債の残高から、国からの理論上の財政支援分を除いた、実質負担と想定され

る市債の残高は、下図のとおり減少しています。

１９年度 ２５年度２１年度 ２７年度２３年度

市債の年度末残高（一般会計）

１７年度

６０１．０

２７．７

１８６．５

４９６．３

５７．３

２３８．７

１８１．５３９２．８

８１．４

２８６．８

２９４．１

１４２．４

３８９．５

２１９．３

２６１．９

４８４．１

２７９．６

５５２．３

８１５．２億円 ７９２．３億円 ７６１．０億円
８２６．０億円

９６５．３億円
１，０１３．４億円

…　臨時財政対策債

…　合併特例債

…　その他の市債

◆◆

◆◆
◆◆

◆◆
◆◆ ◆◆◆◆

特別会計・企業会計への財政負担は増加しています…

　諸支出金の多くを占めるものが、特別会計や企業会計への繰出金です。七つの会計に対

して、２７年度も１５３億円余りを支出しています。

　各会計とも、事業の見直し、経費削減、経営努力などに努めていますが、下水道事業な

どでは、整備に対して国や県の補助金が減少した影響や、国民健康保険事業・介護保険事

業では、医療費・給付費の伸びの影響が大きくなっているため、一般会計からの繰り出し

は増加傾向です。

繰出金の推移

２６年度 ２７年度２５年度

１４４．３億円
１５３．５億円

合計１３７．１億円

１９．３
８．１

３４．５

３９．３

５２．３

１９．４
７．４

３２．２

３１．９

５３．４

６．４

５１．２
下 水 道 事下 水 道 事 業業

２９．４

国民健康保険事国民健康保険事業業

３０．６

介 護 保 険 事介 護 保 険 事 業業

後期高齢者医後期高齢者医療療

１９．５そのその他他（（病院など病院など））

２２５５年度に対す年度に対するる
伸び伸び率率

２６．６％増

１２．７％増

３３．７％増

　２．１％増

３９８．６
３３９．７

２７８．８
２３１．３ ２２１．１ ２０３．５

…　実質負担と
想定される市債

１２．０％増
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　｢財政状況｣の公表に関する条例の規定により、平成２７年１０月１日から２８年３月３１日までの

財政状況をお知らせします。詳しくは、市ウェブサイトをご確認ください。

【問】財政課　（２８）８９６０

財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状政状況況況況況況況況況況況況況況況をををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせしししししししししししししししままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすす

◆一般会計　２７年度の収入・支出

市債（長期借入金）の２７年度末残高（出納整理期間中の借り入れを含む）◆

収　入 １，０７３．８億円

市　税 ４７３．９億円（４４．１％）

支　出 １，００３．９億円

　主な内訳をお知らせします。出納整理期間（２７年度予算分の未収・未払いの整理期間）の

収入・支出は含まれていないため、最終的な決算額とは異なります。

◆　市民１人当たりでは２６万円を支出しています

１，０１３．４億円一 般 会 計

４．３億円特 別 会 計

１２４．３億円病 院 事 業 会 計

２３６．０億円水 道 事 業 会 計

８３１．３億円下 水 道 事 業 会 計

２，２０９．３億円計

※１＝臨時財政対策債…国の地方交付税の財源不足分を市債で補うもので、元利償還金の全てが後年度の地方交付税に
　　　　　　　　　　　より国から財政措置される。地方交付税の代替的なもの
※２＝合　併　特　例　債…新市建設計画に基づく事業の財源にできる市債で、元利償還金の７０％は後年度の地方交付税に
　　　　　　　　　　　より国から財政措置される。３２年度まで活用可能

臨時財政対策債（※１）　　　　　　　５５２．３億円

合併特例債（※２）　　　　　　　　　２７９．６億円

その他の市債（都市計画・教育など）　１８１．５億円

市民１人当たりの市債残高　…　５７．２万円

市民１人当たりの市税負担　…　１３．２万円（２８年３月３１日現在の人口　…　３８６，０９４人）

民生費 ３９７．５億円（３９．６％）

子育て支援、障害者福祉、老人福祉、生活保護など福祉の充実

諸支出金 １４９．６億円（１４．９％）

病院・上下水、国民健康保険・介護保険への支援など

小中学校や生涯学習、スポーツなど

教育費 ８５．７億円（８．５％）

庁舎建設・維持等市役所の行政事務全般の経費や地域づくりなど

総務費 ８０．１億円（８．０％）

道路・公園・橋・河川・住宅の整備など

土木費 ６８．９億円（６．９％）

ごみ・し尿の処理・環境保全、消防・救急、市の借金返済、商工業振興など

衛生費・公債費・消防費など ２２２．１億円
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▼日　時／７月３０日（土）　午後２時～４時

▼会　場／尾西庁舎６階大ホール

▼対　象／市内在住・在学の理系学部への進学を考えて

いる女子中学・高校生や親

▼講　師／宮川鈴衣奈さん（名古屋工業大学助教）ほか

▼定　員／８０人（先着）

▼受講料／無料

▼申し込み／７月２７日（水）までに電話、または参加者全員の

住所・氏名（ふりがな）・電話番号を記入し「リケジ

ョ」と明記の上、ファクス・電子メール（ （７３）９１２８、

kikakuseisaku@city.ichinomiya.lg.jp ）

▼その他／手話通訳希望者は７月１５日（金）までにファク

ス・電子メールで企画政策課

【問】企画政策課　（２８）８９５２

理系学部への進学を考えている

あなたの背中を後押しします ！

女子中高生のための
進学応援セミナー

～明日からめざす「リケジョ」なワタシ  ！～

・理系学部の現状

・若手女性研究者による研究内容

　の紹介

・女性研究者の１日

・現役学生による大学生活の紹介

など

どんな話をするの？

男女共同参画セミナー

　男女共同参画をテーマに、家庭・地域・学校

・職場などで日頃感じていることや気付いたこ

とを自由に表現した、標語・川柳を募集します。

▼その他／応募用紙は７月１日（金）から本庁舎

企画政策課、尾西・木曽川庁舎、出張所など

で配布（市ウェブサイトからダウンロード可）。

作品は自作で未発表の物に限る。作品の返却

不可。作品の著作権などは一宮市に帰属▼応募資格／①市内在住・在勤・在学の高校生以

上の方②市内在住・在学の小学４年生～中学生

▼募集内容／男女共同参画をテーマにした①標語

・川柳②標語（各１人１作品まで）

▼応募方法／７月１日（金）～８月３１日（水）（消印有

効）に応募用紙（任意の用紙も可）を持参ま

たは郵送・ファクス・電子メール（〒４９１－８５０１　

本庁舎企画政策課、（７３）９１２８、kikakuseis

aku@city.ichinomiya.lg.jp ）

　※任意の用紙の場合、作品・住所（在勤・在

学は勤務先・学校名も必要）・氏名（ふりが

な）・年齢・学年・電話番号を記入

▽最優秀賞＝各１作品

（賞状・図書カード①５，０００円②２，０００円）

▽優秀賞＝各２作品

（賞状・図書カード①３，０００円②１，０００円）

▽入選＝各３作品

（賞状・図書カード①１，０００円②５００円）

賞

【問】企画政策課　（２８）８９５２

男女がともにイキイキとな男女がともにイキイキとなるる

「標語・川柳「標語・川柳」」をを募募集集
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▼定　員／各１０人程度（抽選）

▼申し込み／①７月８日（金）②２２日（金）（消印有効）までに電話、または住所・氏名（ふりがな）・電話番号

・希望の審議会等名を記入の上、ハガキ・ファクス・電子メール（〒４９１－８５０１　本庁舎企画政策課、

（７３）９１２８、kikakuseisaku@city.ichinomiya.lg.jp ）

▼その他／報酬はなし。会議中に意見を表明する機会はありません。

【問】企画政策課　（２８）８９５２

会　場日　時審議案件審議会等名

本庁舎６階特別会議室
７月２７日（水）
午後２時～３時３０分

第２次男女共同参画計画
２７年度実施状況報告ほか

①男女共同参画推進懇話会

本庁舎１４階１４０１大会議室
８月１０日（水）
午前９時３０分～１１時

公共施設等総合管理計画案
②公共施設等総合管理計画 
　策定有識者会議

　市民の皆さんに、市政がより開かれたもの

であるために、２７年度の市長交際費の執行状

況をお知らせします。予算額が２００万円で、支

出額の合計は１８０万円余りです。項目ごとの状

況は、下表のとおりです。

　詳しい内容は、市資料コーナー（市役所本

庁舎１階、尾西・木曽川庁舎１階）、市ウェブ

サイトで議会交際費と併せて閲覧できます。

金　額件　数

１，１５９，２８６円１１慶 事 費

１８５，７００円１４弔 事 費

０円０見 舞 費

　９７，０１０円１５渉 外 費

１９９，８６８円１７賛 助 費

７１，５００円７諸 会 費

８７，４８０円９雑　 費

１，８００，８４４円７３合 計

２７年度の市長交際費
執行状況を お知 ら せ し ま す

【問】秘書課　（２８）８９５０

その８６

出前講座受講出前講座受講者者にお聞きしましにお聞きしましたた

【問】企画政策課　（２８）８９５２

自治基本条例について“一言”

　「まちづくり」をひとごとと思っているか

ら、不満ばかりになってしまうのでは…。

自分ができることをきちんと考え「自分が

まちをつくるんだ」という意識を持てば、

責任も生まれて、よりよい一宮市ができる

のではないかと思います。

　「自分がまちをつくる

んだ」という意識、この

主体性が大事ですよね！

みみんんななでで
ややろろままいい

ままちちづづくくりり


　今伊勢町の久國博世

です。政治に関心があ

り、さまざまな社会活

動や地域活動に取り組

んでいます。

　市では、審議会などの会議を傍聴し、市が策定する計画などへの意見を

文書で提出できる「審議会等モニター制度（仮称）」を試行します。この制

度のモニターへの参加者を募集します。

　詳しくは、市ウェブサイトをご確認ください。

審議会等モニター（仮称）を募集

市政にあなたのご意見を ！
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時　間８月～１１月の開催日会　場

午前９時４５分・１０時４５分
＊ニッケ地域交流センターは
午前９時１５分・１０時１５分

月曜日（８月１５日・９月１９日・１０月１０日を除く）・９月２０日（火)萩原老人福祉センター

火曜日（８月１６日・１１月２９日を除く）
神 山 と し よ り の 家
木曽川老人いこいの家

火曜日（８月１６日・９月２０日・１０月１１日を除く）・１０月１４日（金)起 つ ど い の 里

水曜日（１１月２３日を除く）

浅 野 老 人 い こ い の 家
浅 井 老 人 い こ い の 家
尾西生涯学習センター西館
開 明 公 民 館
木曽川老人福祉センター

木曜日（８月１１日・９月２２日・１１月３日を除く）奥 と し よ り の 家

木曜日（８月１１日・９月２２日・１１月３日を除く）・１０月３１日（月)
千 秋 老 人 い こ い の 家
木曽川西部いこいの家

木曜日（８月１１日・９月２２日・１１月３日を除く）・１１月４日（金)葉 栗 老 人 い こ い の 家
木曜日（８月１１日、９月２２日、１１月３日・２４日を除く）・
８月９日（火)・１１月２２日（火)

三 条 つ ど い の 里

金曜日（８月１２日・１０月２８日を除く）

時之島老人いこいの家
北 方 老 人 い こ い の 家
ニッケ地域交流センター
（今伊勢町本神戸字前畑１）

午後１時３０分・２時３０分

火曜日（８月１６日・１１月２９日を除く）一宮スポーツ文化センター
水曜日（１１月２３日を除く）玉 野 つ ど い の 里
木曜日（８月１１日、９月２２日、１１月３日・２４日を除く）・
８月９日（火)・１１月２２日（火)

朝 日 西 つ ど い の 里

金曜日（８月１２日・１０月２８日を除く）
重 吉 老 人 い こ い の 家
馬 引 公 民 館
４５分間の教室を１日２回開催

 貯 
ちょ

 筋 教 室
きん

（転倒予防体操）

▼対　象／市内在住の６０歳以上で、運動する機会が少ない方　　▼定　員／各３０人程度（先着）

▼受講料／無料　　▼申し込み／当日直接会場　　▼その他／１人１会場に限る

【問】高年福祉課　（２８）９１５１

友好都市トレビーゾ市
ＰＲ事業 イイイイイイイイイイイイイイイイイタタタタタタタタタタタタタタタタタリリリリリリリリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアアアアアアアア野野野野野野野野野野野野野野野野菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜をををををををををををををををを咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲かかかかかかかかかかかかかかかか 野 菜を咲かせせせせせせせせせせせせせせせせせよよよよよよよよよよよよよよよよよ ううううううううううううううううう

【問】国際交流協会（生涯学習課内）　（８５）７０７６

②イタリア野菜を

身近に感じる料理教室

　イタリア野菜を使って、イタリアの家庭

料理を作ります。

　イタリア野菜の品種や栽培技術・販売方法などを

紹介します。またイタリア野菜を使ってシェフが作

った、当日限りのランチビュッフェ付きです。 ▼日　時／８月２５日（木）　午前９時３０分～

午後１時

▼会　場／修文大学短期大学部（日光町６）

▼定　員／３６人（抽選）

▼受講料／１，０００円（教材費）

　友好都市のイタリア・トレビーゾ市の特産野菜であるタルディーボをはじめとする、色鮮

やかなイタリア野菜。家庭菜園などでの栽培方法や、おいしい食べ方などを紹介します。

▼対　象／市内在住・在勤・在学の方　　▼講　師／田倉剛さん（田倉ファーム代表）ほか

▼申し込み／７月１５日（金）（必着）までに電話、または住所・氏名・電話番号・希望の番号（イベント名）を

記入の上、ハガキ（〒４９１－８５０１　本庁舎国際交流協会）

▼日　時／８月２４日（水）　午前１０時～午後０時３０分

▼会　場／ガーランズ（大和町馬引字郷東２８ー１）

▼定　員／ ７０人（抽選）

▼参加料／２，０００円（昼食代を含む）

①一宮とイタリア野菜の

マリアージュ
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【問】管財課　（２８）８９６１

駐車料金
営業時間駐車場

特　別普　通

１回
５００円
 ※１

３０分１００円
（午前７時～午後７時）

午前７時～
翌午前１時
<上限１回
１，０００円>

駅東・銀座通
１時間１００円

（午後７時～翌午前１時）

３０分１００円
（午前７時～午後７時）

２４時間本　町
１時間１００円

（午後７時～翌午前７時）

１回
６００円
  ※２

１時間まで１５０円
（以降３０分５０円）

午前８時～
午後９時３０分

大宮公園

※１は午前１時～７時、※２は午後９時～翌午前８時３０分
営業時間外は入出場不可

　一宮駅周辺には３カ所の市営駐車場があります。２４時間

営業（夜間は値下げ）や料金の上限を設定した駐車場もあ

り、便利でお得に利用することができます。全ての駐車場

で利用できる回数駐車券も販売しています。

名
鉄
一
宮
駅

尾
張
一
宮
駅

国道１５５号
真清田神社真清田神社

一宮警察署一宮警察署

一宮税務署一宮税務署

大宮公園大宮公園
自動車整理場自動車整理場
大宮公園
自動車整理場

本町自動車本町自動車
整理場
本町自動車
整理場

一
宮
駅
東
地
下
駐
車
場

一
宮
駅
東
地
下
駐
車
場

銀座
通

銀座
通

公共
駐車
場

公共
駐車
場

銀座
通

公共
駐車
場 本庁舎本庁舎本庁舎

市営駐車場市営駐車場ののご利用をご利用を

▽３，０００円（３，３００円相当）

▽５，０００円（５，６００円相当）

▽１０，０００円（１１，４００円相当）

※一宮駅東地下駐車場・一宮ス

ポーツ文化センターで販売中

回数駐車回数駐車券券

【問】福祉課　（２８）８６１９

　いろいろな生活上の場面において、不当な

差別的取り扱いの禁止や合理的配慮の提供の

例が、対応要領などに示されています。

　障害のある方が交通機関を利用する場合を

例に考えてみます。

　視覚障害のある方がタクシーを利用する際、

盲導犬を連れていることを理由に乗車を拒否

された場合はどうでしょうか。これは正当な

理由なく、サービス提供を拒否する「不当な

差別的取り扱い」に該当します。

　では駅で、障害のある方が券売機で乗車券

を購入できずに困っている場合はどうでしょ

うか。この場合、当事者からの申し出があれ

ば、職員が券売機の操作を手伝ったり、窓口

で対応したりするなど、個別の状況に応じて

「合理的配慮」に努める必要があります。サー

ビス提供者の対応として、当事者の要望に耳

を傾けることが第一歩となります。

４４障害者差別解消法

知っています知っていますかか？？

【問】高年福祉課　（２８）９１５１

④「認知④「認知症症ととそそのの家族支家族支ええ隊」が隊」が

地域包括支援センター地域包括支援センターにに

配置配置さされれままししたた ！！

わがまちの

地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム
市市民民がが
主主役役 
！！

　２８年度から、地域包括支援センターに「認

知症地域支援推進員（認知症とその家族支え

隊）」が配置されました。推進員は認知症の方

や家族の相談に乗ったり、認知症の方を地域

で支えていくために 、コーディネーターとし

て介護や医療の支援機関をつないだりします。

ぜひご相談ください。

　詳しくは、担当の地域包括支援センターへ

お尋ねください。

　義父が最近よく、曜日が分か

らなくなって心配です。どうす

ればいいの？

見見本本



　高齢者に関する総合的な相談に応じています。ま

た地域の中で気にかかる高齢者を見掛けたら、市や

地域包括支援センターにご連絡ください

▽宮西・貴船・大志＝まちなか（（８５）８６７２）

▽神山・今伊勢町・奥町＝やすらぎ（（６１）３３５０）

▽向山・富士・丹陽町・千秋町＝ちあき（（８１）１７１１）

▽葉栗・北方町・木曽川町＝コムネックスみづほ

（（８６）５３３３）

▽西成・浅井町＝アウン（（５１）１３８４）

▽大和町・萩原町＝萩の里（（６７）３６３３）

▽起・小信中島・三条・大徳・朝日・開明＝泰玄会

（（６１）８２７３）

【問】高年福祉課　（２８）９１５１

　市では、認知症などの症状により 徘  徊 の恐
はい かい

れのある高齢者や障害のある方が行方不明と

なった場合に、行方不明者の特徴を電子メー

ルで配信して、早期発見を目指す取り組みを

行っています。捜索にご協力いただける方は、

ご登録をお願いします。

　市内には、高齢者が利用できる福祉施設が２２カ所

あります。

▼利用料／無料（浴室利用は１回１００円）

▼利用方法／介護保険証などの本人確認ができる物を

持参の上、各福祉施設で使用券の申し込みが必要

（２回目以降は使用券を提示）

▼その他／利用時間など詳しくは、お尋ねください。

▼対　象／６５歳以上の介護認定を受けていない方

（会場まで通えない方は送迎あり）

▼利用料／無料（⑤は昼食代が必要）

▼申し込み／在住地区担当の地域包括支援センター

①健脚ころばん塾

▼会　場／中・北保健センター、尾西庁舎

▼対　象／転びやすい方、転倒に対する不安がある

方

▼内　容／転倒防止のための運動

②お口の健康づくり教室

▼会　場／介護予防支援室ききょう（ききょう会館

内）

▼対　象／固い物が食べにくい方、口の渇きが気に

なる方、お茶でむせることがある方

▼内　容／歯科医などによる口の手入れと飲み込み

の体操

③栄養改善教室

▼会　場／ききょう会館・尾西庁舎・木曽川老人福

祉センター

▼対　象／体重が目立って減ってきた方、高血圧・

脂質異常症・糖尿病が気になる方

▼内　容／管理栄養士による自分に合う食事の相談

④脳の健康教室

▼会　場／一宮スポーツ文化センター・尾西庁舎・

木曽川老人福祉センター

▼対　象／物忘れが気になる方

▼内　容／脳活性化のための読み書きや簡単な計算

⑤元気はればれ教室

▼会　場／葉栗・丹陽・千秋・開明老人いこいの家、

木曽川老人福祉センター、木曽川西部いこいの家

▼対　象／市の基本チェックリストで、閉じこもり

などの項目に該当する方

▼内　容／閉じこもり予防のためのレクリエーショ

ン・手工芸ほか

⑥いきいき訪問

▼対　象／介護予防教室に参加できない方

▼内　容／理学療法士・柔道整復師・歯科衛生士・

管理栄養士・保健師が訪問し、介護予防のアドバ

イスを行う

高齢者の介護予防事高齢者の介護予防事業業

地域包括支援センターのご利用を

　高齢者が自宅で療養する場合に、訪問診療や訪問

看護に対する相談に応じています。

▽地域包括支援センター（上記参照）

▽高年福祉課（（２８）９１５１）

在宅医療についてご相談ください

老人いこいの家など老人いこいの家などのの

福祉施設のご利用福祉施設のご利用をを

　次のいずれかの方法で、携帯電話や

パソコンからインターネットに接続し

て「あんしん・防災ねっと」にアクセ

スし、「緊急メール」からご登録くださ

い。迷惑メール対策をしている方は、 

anshin-bousai.net のドメインからの

受信を許可してください。

▽右のＱＲコードを読

み取る

▽ＵＲＬ（ http://www.

　anshin-bousai.net/

　ichinomiya ）を直接

入力する

登録方登録方法法

行方不明高齢者など行方不明高齢者などのの
捜索メー捜索メールルへのご登録へのご登録をを
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　市では、介護保険事業以外にも在宅福祉サービスを行っています。

日常生活に支援が必要な高齢者に、介護予防・生活支援のためのサ

ービスを提供しています。申請方法など詳しくは、お尋ねください。

在在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉サササササササササササーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビスススススススススススなななななななななななどどどどどどどどどどどのののののののののののごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用利用ををををををををををを
高高齢齢者者のの皆皆ささんんへへ

【問】高年福祉課　（２８）９０２１

ねたきり老人等見舞金支給

▼対　象／要介護４・５と認定された方（特別養護

老人ホーム・老人保健施設・介護療養型医療施設

に入所している方を除く）

▼見舞金／月３，０００円

寝具洗濯乾燥

▼対　象／おおむね６５歳以上の寝たきり・１人暮ら

しの方（※）

▼回　数／布団・毛布各２枚以内で年４回

▼利用料／無料

訪問理美容サービス

▼対　象／おおむね６５歳以上の寝たきりの方

▼利用料／１回１，０２０円（利用券を年６枚交付）

寝寝たたききりりのの方方

家族介護用品給付

▼対　象／市民税非課税世帯で要介護４・５と認定

された方を在宅で介護している家族

▼内　容／年６万円相当分の医薬品引換券または介

護用品を支給

はいかい高齢者家族支援サービス

▼対　象／ 徘 
はい

 徊 する認知症の高齢者を在宅で介護し
かい

ている家族

▼内　容／早期発見できる専用端末を貸し出し

▼利用料／月４６０円

介護が必要な高齢者の家介護が必要な高齢者の家族族

緊急連絡通報システム

▼対　象／おおむね６５歳以上の１人暮らしの方（※）

▼内　容／病気や緊急時に民間の受付センターに通

報できる機器を貸し出し

▼利用料／無料

配食サービス

▼対　象／おおむね６５歳以上の１人暮らしの方（※）

▼内　容／昼食を配り安否確認

▼利用料／１食２５０円

日常生活用具給付

▼対　象／おおむね６５歳以上の１人暮らし（※）で、

市民税非課税世帯の方

▼内　容／住宅用火災警報器・電磁調理器・自動消

火器を支給

▼利用料／無料

１人暮らしの方な１人暮らしの方などど

軽度生活援助（ホームヘルパー派遣）

▼対　象／親族の援助や代替サービスを利用できな

い、おおむね６５歳以上の１人暮らしの方など（※）

▼内　容／掃除・洗濯・調理などの助言や補助

▼利用料／１時間２９０円

介護保険の対象になら介護保険の対象にならなないい方方

福祉タクシー料金助成

▼対　象／９０歳以上の方

▼内　容／普通・リフト付きタクシー初乗り運賃分

の利用券を年３０枚交付

▼利用方法／介護保険証などの本人確認ができる物を

提示の上、利用券を提出

▼その他／年度の途中で申請した方は、申請月以降

の利用券を交付

「愛の 杖 」の給付
つえ

▼対　象／おおむね６５歳以上の歩行が不自由な方

▼利用料／無料

シルバー優待証明カード

▼対　象／６５歳以上の方

▼内　容／指定施設の利用料の優待

シルバー無料入浴券

▼対　象／６５歳以上の方

▼交付数／年１人１冊（１８枚つづり）

その他の福祉サービその他の福祉サービスス

　おおむね６０歳以上の方を対象に、談話やカラオケ

などの娯楽・趣味を通して交流できる場を設けてい

ます。

▽千秋楽々会（千秋町塩尻７５１）

▽ふれあいクラブ今伊勢（今伊勢町本神戸字筋替３５）

▽ふれあいルームサロンこじま（音羽２丁目９－３１）

▽仲畑遊楽館（中町２丁目２－３）

▽春明いこいの舘さわやか会（春明字河戸５９）

ふれあいクラブのご利ふれあいクラブのご利用用をを

※は病弱な高齢者世帯を含む
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【問】 保険年金課　（２８）８９８５

　現在お持ちの後期高齢者医療制度の保険証は、７

月３１日（日）で有効期限が切れ、使用できなくなります。

　７月下旬に新しい保険証を簡易書留郵便で送付し

ます（ジェネリック医薬品希望カードを同封）。有効

期限は２９年７月３１日です。受け取るときに押印また

は署名が必要です。不在のときは郵便局へ再配達を

依頼するか、郵便局でお受け取りください。郵便局

に転送届を提出して

いる場合は、保険証

は配達されません。

住民登録地以外への

郵送を希望する方は、

ご連絡ください。

後期高齢者医療に加入している方へ

●２８年度の保険料

９．５４％所得割率

４６，９８４円均 等 割

５７０，０００円限 度 額

保険料を年金天引きで納めている方

▽１０月以降も天引きできる方…天引き額の通知書

▽１０月以降は天引きできない方…納付書

保険料を納付書または口座振替で納めている方

…納付書または振替金額の通知書

※６月１日以降に７５歳になった方には、８月以降に

お知らせします。

※コンビニエンスストアで納付できます（バーコー

ド付き納付書に限る）。

※年金天引きから口座振替へ変更できます（申請が

必要）。

　保険料は、加入者

ごとに納めていただ

きます。２７年中の所

得に基づき決定しま

した。７月中旬に保

険料通知書とともに、

次の物を送付します。

　災害や失業などにより、保険料の減免を

受けられる場合があります。納付が困難な

ときは、お早めにご相談ください。

納付の相談はお早め納付の相談はお早めにに

【問】保険年金課　（２８）９０１４

▼対　象／自営業者など第１号被保

険者で所得が少ない方（申請者本

人・配偶者・世帯主の２７年中の所

得が基準以下）または失業・天災

などにより納付が困難な方

▼申　請／認め印・年金手帳を持参

の上、本庁舎保険年金課、尾西・

木曽川庁舎窓口課、出張所（失業

特例適用での申請者は、離職票ま

たは雇用保険受給資格者証などが

必要）

▼その他／免除は４区分（右表参照）。

４９歳以下（２８年６月分以前は２９歳

以下）の方は猶予制度（世帯主の

所得要件なし）あり。障害基礎年

金や生活保護法の生活扶助の受給

者には、法定免除制度あり

●申請免除・納付猶予制度の取り扱い

未　納納付猶予
申請免除

４分の１半　額４分の３全　額

１６，２６０円０円１２，２００円８，１３０円４，０７０円０円
保 険 料
（ 月 額 ）

なしなし

納付した場合の老齢基礎
年金への
反 映 ８分の７４分の３８分の５２分の１

なしあり
受給資格
期間への
通 算

資格を失う
場 合 あ り

納付した場合と同様の扱い
障害・遺族
年 金 の
受給資格

２年１０年（３年度を経過した期間は保険料に加算あり）
追納できる
期 間

　７月～２９年６月分の国民年金保険料の免除申請を、７月１日（金）から受け付けます。保険料の

納付が困難で、免除を希望する方は申請してください（継続申請が認められた方を除く）。

※法定免除は「全額免除」と同じ取り扱い

新しい保険証を送付します保険料通知書を送付します

免除申請を７月から受け付けます
国民年金
保 険 料
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【問】 保険年金課　（２８）９０１３

【問】 保険年金課　（２８）９０１２

軽減制度

　会社の倒産・解雇・雇い止めなどにより離職した

方（雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職

者）は申告すると、税額の軽減を受けることができ

る場合があります。詳しくは、お尋ねください。

減免制度

　申請して認められれば税額が減免される制度があ

ります。次のいずれかに該当する方は、納税通知書

が届いてから、納付前にご相談ください。

▼対　象／①２８年中の合計所得金額が２７年中の２分

の１以下に減少する見込みで、２７年中の合計所得

金額が２５０万円以下②世帯主または主な生計者が

６カ月以上入院中または要介護４以上で、２７年中

の世帯の総所得金額等が１５０万円以下③４月１日

現在１８歳未満の扶養親族がある寡婦（夫）や障害

者で、２７年中の総所得金額等が１２５万円以下④災害

その他特別な事情がある

▼申　請／認め印・事実が分かる書類を持参の上、

本庁舎保険年金課、尾西・木曽川庁舎窓口課

【問】 保険年金課　（２８）９０１１

７０歳～７４歳の方へ

　現在の受給者証は、７月３１日（日）で有効期限が切れ、

使用できなくなります。新しい受給者証（白色）を

７月中に送付します。有効期限の切れた受給者証は

細かく切って処分するか、本庁舎保険年金課、尾西

・木曽川庁舎窓口課、出張所へお返しください。

介護保険分後期高齢者支援金分医療保険分

４０歳～６４歳全ての加入者対 象

１．７％２．３％６．０％所 得 割 率

９，６００円９，６００円２４，０００円均等割（１人）

６，０００円６，０００円２２，８００円平等割（１世帯）

１６０，０００円１７０，０００円５２０，０００円賦 課 限 度 額

　条例の改正により、２８年度の国民健康保険税は税

率などを引き上げ、上表のとおりに変わります。

　７月中旬に「納税通知書」と「第１～８期分の納

付書（口座振替・年金天引きの方を除く）」を送付し

ます。年度途中で納付額が変わる世帯には「税額変

更のお知らせ」と「変更後の新しい納付書（口座振

替・年金天引きの方を除く）」を送付します。

　年金天引きの方で、口座振替への変更を希望する

場合は、７月２９日（金）までに申請すると、１０月天引き

分から口座振替に変更できます。

　資格異動などの届け出をする際には、お手元の納

付書をお持ちください。

国民健康保険に加入している方へ

保険税の税率などが変わります

軽減・減免制度のご利用を

高齢受給者証を送付します

医療費受給者証医療費受給者証のの
更新手続きをお忘れな更新手続きをお忘れなくく

　母子・父子家庭等医療費受給者証、後期

高齢者福祉医療費受給者証を持ち、有効期

限が２８年７月３１日（日）の方は、更新手続きが

必要です。６月に対象者へ更新申請書を送

付しましたので、必要事項を記入の上、ご

返送ください。引き続き該当する方には、

新しい受給者証を７月下旬に送付します。

母子・父子家庭等医療費受給者証

▼対　象／平成１０年４月２日以降に生まれ

た子を扶養している母子・父子家庭等で、

母または父の所得が基準以下の方

後期高齢者福祉医療費受給者証

▼対　象／後期高齢者医療被保険者で、寝

たきり・認知症・１人暮らしの方（非課

税など要件あり）、または戦傷病者手帳を

持つ方

　次に該当する方は特定健康診査を受けら

れます（受診期限は１０月３１日（月））。希望す

る方は、お早めにご連絡ください。

▼対　象／昭和５２年３月３１日以前生まれで、

４月２日以降に資格を取得し、８月３１日

（水）までに資格取得届を提出した方

【問】 保険年金課　（２８）８６６９

特定健診を受診できま特定健診を受診できますす

４月以４月以降降、、国民健康保国民健康保険険にに加入した方加入した方へへ



　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
写
生

画
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、　

点
の
作
品
が
寄
せ

７０

ら
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
７
月
９
日
　
の
午
前

（土）

　
時
か
ら
ツ
イ
ン
ア
ー
チ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

１０

１３８

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
入
賞
作
品
は
７
月
９

日
　
～
　
日
　
に
ツ
イ
ン
ア
ー
チ
　
展
望
階

（土）

３１

（日）

１３８

に
展
示
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

▽
市
長
賞
　
小
池
正
城
＝
写
真
＝
（
開
明
小

１
年
）

▽
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所
長
賞
　
秋
好
舞
弥
（
木
曽
川

中
２
年
）

▽
市
議
会
議
長
賞
　
青
木
凱
愛
（
岐
阜
県
瑞

穂
市
立
本
田
小
３
年
）

▽
市
教
育
委
員
会
賞
　
柳
田
夏
歩
（
木
曽
川

花
園
幼
稚
園
年
少
）

▽
木
曽
三
川
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
長
賞
　
小

島
胡
桃
（
葉
栗
小
１
年
）

　
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

終
了
後
、
桜
井
ひ
ろ
子
さ
ん
（
庭
デ
ザ
イ
ナ

ー
）
が
、
審
査
講
評
を
交
え
て
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
役
立
つ
話
を
し
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
　
日
　
　
午
前
　
時

２２

（月）

１０

▼
会
場
／
本
庁
舎
　
階
１
４
０
１
大
会
議
室

１４

▼
申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場

▼
そ
の
他
／
入
賞
作
品
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展

示▼
対
象
／
市
内
在
住
で
、
市
外
を
含
む
私
立

幼
稚
園
（
新
制
度
園
を
除
く
）
に
満
３
歳
～

５
歳
児
を
通
園
さ
せ
て
お
り
、
生
活
保
護
ま

た
は
　
年
度
市
民
税
所
得
割
課
税
額
が
基
準

２８

額
以
下
の
世
帯
（
市
民
税
無
申
告
世
帯
を
除

く
。
複
数
の
扶
養
義
務
者
に
所
得
割
が
あ
る

場
合
は
合
計
額
）

※
基
準
額
以
上
の
世
帯
で
も
、
園
児
の
兄
・

姉
の
人
数
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
場
合
あ
り

▼
申
請
／
７
月
　
日
　
ま
で
に
「
保
育
料
等

１５

（金）

減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」
を
幼
稚
園

▼
そ
の
他
／
調
書
は
６
月
下
旬
に
幼
稚
園
を

通
じ
て
配
布
。
詳
し
く
は
、
保
育
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
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リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

写
生
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
決
定

公
園
緑
地
課

▼
（
　
）８
６
３
６

２８

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催

公
園
緑
地
課

▼
（
　
）８
６
３
４

２８

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
を
支
給

～
７
月
　
日
ま
で
に
手
続
き
を
～

１５

保
育
課

▼
（
　
）９
０
２
４

２８

【問】地域ふれあい課　（２８）８９５４

て流失してしまいました。今は「聖徳寺跡」の

碑が立っています。

　当地域づくり協議会では「安心・安全」「おも

いやり」「健康・学習」「広報」の４部会が定期

的に会合し、関連事業についての確認や反省を

行い、さまざまな意見を集約して事業に反映し

ています。各事業を通じ、住民の皆さんが安全

で安心して暮らせ「住んで良かった」と言われ

るような魅力ある地域を目指していきます。

活活 動動 だだ よよ りり地地域域づづくくりり協協議議会会 １１６６

～大徳連区編～
　市内の方から「大徳って、いい名前ですね」

「どの辺りにありますか」などと、よく聞かれま

す。大徳連区は旧尾西市の中央部にあり、西は

木曽川から東は日光川までの帯状の地域で、冨

田・西五城・東五城・北今の４地区からなりま

す。尾西スポーツセンターや五城公園、温泉施

設の「ゆうゆうのやかた」など、公共施設も充

実しており、生活環境が整った住みやすい地域

です。木曽川沿いには尾西グリーンプラザがあ

り、ここから伊吹山を眺める景色は最高です。

　大徳連区には史跡も多くあり、美濃路にある

国指定文化財の「冨田一里塚」は、全国でも珍

しい、道路の両側にある一里塚です。また織田

信長と斎藤道三が会見した聖徳寺も冨田にあり

ましたが、１５８６（天正１４）年の木曽川洪水で全

▲

三
世
代
交
流

 
つ
き
大
会
の
様
子
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夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
体
験

か
ら
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
家
庭
や
地
域

と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
大
切
な
時
期
で
す
。

し
か
し
生
活
が
乱
れ
や
す
く
、
有
害
な
環
境

に
接
す
る
機
会
も
増
え
、
非
行
が
芽
生
え
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
宮
市
は「
あ
か
る
い
青
少
年
都
市
宣
言
」

の
ま
ち
で
す
。
家
庭
・
地
域
が
手
を
結
び
、

い
じ
め
や
非
行
の
な
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

非
行
の
芽
　は
や
め
に
つ
も
う
　み
な
我
が
子

　
７
月
１
日
　
～
８
月
　
日
　
に
「
青
少
年

（金）

３１

（水）

の
い
じ
め
・
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む

市
民
運
動
」を
展
開
し
ま
す
。
最
近
、子
ど
も

の
深
夜
は
い
か
い
が
増
え
て
い
ま
す
。
深
夜

の
外
出
は
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ

り
、
非
行
へ
の
入
り
口
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
は
規
則
正
し
い
生
活
や
家
庭
の
ル

ー
ル
を
守
ら
せ
る
し
つ
け
が
大
切
で
す
。
親

と
し
て
わ
が
子
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
親
子

の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
い
じ
め
は
犯
罪
で
す
。
子
ど
も
が

発
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
そ
の
子
の
身

に
な
っ
て
温
か
く
丁
寧
に
聞
い
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
い
じ
め
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
救

い
の
手
を
差
し
伸
べ
ま
し
ょ
う
。

万
引
き
を
　し
な
い
　さ
せ
な
い
　許
さ
な
い

　
７
月
１
日
　
～
８
月
　
日
　
に
「
万
引
き

（金）

３１

（水）

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
ま
す
。
万

引
き
は
遊
び
感
覚
で
行
わ
れ
や
す
く
、
繰
り

返
す
う
ち
に
大
き
な
犯
罪
へ
と
発
展
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
子
ど
も
の
持
ち

物
に
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
年
度
の
成
人
式
の
日
時
が
、
次
の
と
お

２８
り
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
当
日
午
後
に
各
中

学
校
区
新
成
人
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
、
各
中
学
校
な
ど
で
「
新
成
人
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
　
年
１
月
８
日
　
　
①
午
前
９
時

２９

（日）

　
分
～
　
時
　
分
＝
葉
栗
・
浅
井
町
・
北
方
町

３０

１０

１０

・
奥
町
・
萩
原
町
・
千
秋
町
・
起
・
小
信
中
島

・
三
条
・
大
徳
・
朝
日
・
開
明
・
木
曽
川
町
連

区
の
方
②
午
前
　
時
～
　
時
　
分
＝
宮
西
・

１１

１１

４０

貴
船
・
神
山
・
大
志
・
向
山
・
富
士
・
西
成

・
丹
陽
町
・
大
和
町
・
今
伊
勢
町
連
区
の
方

▼
会
場
／
一
宮
市
民
会
館

～～　ニュージーランドとの季節の違ニュージーランドとの 季 節 の違いい　～～

【問】国際交流協会（生涯学習課内）　（８５）７０７６

が当たり前でした。ずっとニュージーランドで

夏の年末年始を過ごしてきたので、日本で初め

て寒いクリスマスや雪が降るお正月を過ごした

ときは感動し、不思議な気持ちになりました。

　皆さんも、暑いクリスマスやお正月を過ごす

と不思議な気持ちになるのではないでしょうか。

　こんにちは！　市国際交流員のロザンナです。

暑い季節になりましたね。今回は季節の違いを

紹介したいと思います。

　ニュージーランドは南半球にあり、北半球に

ある日本とは季節が正反対です。ニュージーラ

ンドにいる家族に「日本の夏は暑すぎる！」と

話すと「いいな、夏！」と言われます。梅雨が

ないニュージーランドの夏は湿気が少なく、か

らっとした暑さで、快適で過ごしやすいからで

しょうか。私も驚いた「日本の梅雨から夏にか

けての蒸し暑さ」を体感すれば、家族の返事も

変わるかもしれません。

　私にとっても、幼い頃から「７月」はとても

寒く、風が冷たい時季でした。またサクラは９

月に咲き、紅葉は４月が一番きれいということ

こんにちは ！ ロザンナです ！

成
人
式
を
　
年
１
月
 ８
日
に
開
催

２９青
少
年
育
成
課

▼
（
　
）０
０
１
７

８４

地
域
ぐ
る
み
で

青
少
年
の
健
全
育
成
を

青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
（
　
）０
０
０
３

８４



▼
日
時
／
　
月
　
日
　
　
①
午
前
　
時
②
午

１０

２６

（水）

１０

後
２
時

▼
会
場
／
総
合
体
育
館
い
ち
い
信
金
ア
リ
ー

ナ
Ａ

▼
対
象
／
１
月
１
日
現
在
、
一
宮
市
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
市

内
に
在
住
す
る
次
に
該
当
す
る
夫
婦

▽
昭
和
　
年
に
結
婚
し
た

４１

▽
昭
和
　
年
以
前
に
結
婚
し
た
が
、
や
む
を

４０

得
な
い
理
由
に
よ
り
申
請
し
て
い
な
い

▼
申
し
込
み
／
８
月
　
日
　
ま
で
に
本
庁
舎

１７

（水）

高
年
福
祉
課
、
尾
西
・
木
曽
川
庁
舎
窓
口
課
、

出
張
所
、
地
区
の
民
生
委
員

▼
そ
の
他
／
当
日
送
迎
バ
ス
あ
り
（
要
予
約
。

一
宮
市
民
会
館
駐
車
場
、
一
宮
駅
、
尾
西
庁

舎
、
尾
西
南
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
木
曽

川
体
育
館
発
着
）

▼
対
象
／
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
と
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

を
併
設
で
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
事
業
者

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
～
８
月
　
日
　

（金）

１６

（火）

に
、
応
募
書
類
を
本
庁
舎
介
護
保
険
課

▼
そ
の
他
／
応
募
書
類
は
介
護
保
険
課
で
配

布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

　
　
年
４
月
か
ら
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン

２９
タ
ー
と
ス
ケ
ー
ト
場
の
２
施
設
を
一
括
し
て

管
理
運
営
で
き
る
法
人
・
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
公
募
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
前
　
時

１２

（火）

１０

▼
会
場
／
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
の
午
後
５
時
ま

１１

（月）

で
に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
込
書

を
電
子
メ
ー
ル

▼
そ
の
他
／
第
１
次
提
案
の
締
め
切
り
は
８

月
５
日
　
の
午
後
５
時
。
募
集
要
項
な
ど
詳

（金）

し
く
は
、
７
月
１
日
　
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

（金）

ト
で
閲
覧
可
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長
寿
を
祝
う
金
婚
記
念
祝
賀
式

～
８
月
　
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
～

１７

高
年
福
祉
課

▼
（
　
）９
０
２
１

２８

介
護
保
険
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
募
集

介
護
保
険
課

▼
（
　
）９
０
１
８

２８

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

指
定
管
理
者
を
募
集

教
育
指
定
管
理
課

▼
（
　
）７
０
８
０

８５

～～
島
文
島
文
楽楽
人人
形形
と
虫
干
し

と
虫
干
し
～～

い
ち
の
み
や

あ
れ
こ
れ

　
毎
年
８
月
の
第
１
日
曜
日
（
今
年

は
８
月
７
日
）
に
島
村
公
民
館
で
、

島
文
楽
で
使
わ
れ
る
人
形
の
虫
干
し

が
行
わ
れ
ま
す
。
虫
干
し
で
は
、
普

段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
文
楽
人
形

と
衣
装
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

親
子
文
楽
教
室
や
公
開
練
習
も
行
わ

れ
ま
す
。

　
１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
に
大
毛

村
（
大
毛
）
の
村
人
が
美
濃
国
（
岐

阜
県
）
の
渡
辺
常
助
か
ら
金
７
両
で

▲

昨
年
の
虫
干
し
の
様
子

【
問
】
博
物
館
　
（
　
）３
２
１
５

４６

購
入
し
た
人
形
が
、
島
文
楽
人
形
の

起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
毛
村

の
若
者
た
ち
が
人
形
芝
居
に
熱
中
し

す
ぎ
て
農
作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

た
た
め
、
人
形
は
数
年
で
隣
村
の
島

村
に
譲
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
人
形
の
数
は
明
治
初
め

に
岐
阜
座
か
ら
買
う
な
ど
し
て
一
時

１
０
０
体
を
超
え
た
と
い
い
ま
す
が
、

現
在
は
　
体
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６０

そ
の
う
ち
　
体
の
人
形
と
衣
装
が
、

３６

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
市
の
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
体
の
人
形
は
「
足
遣
い
」「
左
手
遣

い
」「
 主
 遣
い
」
の
３
人
が
１
組
と
な

お
も

っ
て
息
を
合
わ
せ
て
操
り
、
性
別
や

年
齢
の
違
う
人
形
の
動
作
を
演
じ
分

け
て
い
ま
す
。

　
８
月
　
日
　
に
は
、
一
宮
市
民
会

２１

（日）

館
で
「
い
ち
の
み
や
民
俗
芸
能
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
「
 伊
 
だ

 達
 
て

 娘
 

む
す
め

 恋
 

こ
い
の

 緋
 
ひ

 鹿
 

が
の

 子
 　
火
の
見

こ

 櫓
 の
段
」が
上
演
さ
れ

や
ぐ
ら

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一宮スポーツ文化センタ一宮スポーツ文化センターー



　
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
は
、
適
切
な
債
務

整
理
な
ど
で
解
決
で
き
ま
す
。
多
重
債
務
で

お
困
り
の
方
は
、
独
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
前
９
時
～
午
後

１９

（火）

４
時

▼
会
場
／
本
庁
舎
経
済
振
興
課

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
８
人
（
先
着
。
１
人
　
分
）

４０

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
～
　
日
　
に
電

（金）

１５

（金）

話
で
経
済
振
興
課

　
任
期
満
了
に
伴
う
宮
田
用
水
土
地
改
良
区

総
代
会
総
代
総
選
挙
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

▼
選
挙
区
・
定
数
／
第
１
区
（
宮
西
・
貴
船
・

神
山
・
大
志
・
向
山
・
富
士
）
＝
２
人
、
第

２
区
（
西
成
・
千
秋
町
・
丹
陽
町
）
＝
５
人
、

第
３
区
（
葉
栗
・
浅
井
町
・
北
方
町
）
＝
４

人
、
第
４
区
（
大
和
町
）
＝
３
人
、
第
５
区

（
奥
町
・
今
伊
勢
町
）
＝
２
人
、
第
６
区
（
萩

原
町
）
＝
３
人
、
第
７
区
（
木
曽
川
町
）
＝

２
人
、
第
８
区
（
起
・
小
信
中
島
・
三
条
・

大
徳
・
開
明
）
＝
３
人
、
第
９
区
（
朝
日
）

＝
３
人

▼
立
候
補
の
届
け
出
／
７
月
　
日
　
・
　
日

２６

（火）

２７

　
の
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
に
本
庁
舎

（水）

３０

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
投
票
日
／
８
月
２
日
　
　
午
前
７
時
～
午

（火）

後
３
時

※
各
選
挙
区
の
立
候
補
者
数
が
定
数
を
超
え

な
い
場
合
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、

い
ち
の
み
や
し
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
い

ー
ぶ
ん
～
 素
  敵
 な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
た
め

す
 て
き

に
～
第
　
号
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
今
回
の

３７

特
集
は
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
～
ず
っ
と
働

き
続
け
る
た
め
に
～
」
で
す
。

　
７
月
１
日
　
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
、尾
西
・

（金）

木
曽
川
庁
舎
、
出
張
所
な
ど
の
市
の
施
設
で

配
布
し
ま
す
。
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街
道

宿
場
春
秋

大
名
行
列
見
物

【
問
】
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館


（
　
）９
７
１
１

６２

▲

尾
張
名
所
図
会「
起
川
」

　
時
代
劇
な
ど
で
は
、
大
名
行
列
が

来
る
と
、
道
を
歩
い
て
い
る
人
々
が

下
座
し
て
地
面
に
頭
を
付
け
、
通
り

過
ぎ
る
の
を
待
つ
と
い
う
シ
ー
ン
を

目
に
し
ま
す
が
、
実
の
と
こ
ろ
一
般

の
大
名
行
列
で
は
脇
に
寄
り
、
道
を

譲
る
だ
け
で
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

む
し
ろ
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
、
大
名

行
列
を
わ
ざ
わ
ざ
見
物
す
る
人
々
も

い
ま
し
た
。「
尾
張
名
所
図
会
」
に
は

起
宿
を
通
る
大
名
行
列
の
様
子
も
描

か
れ
て
お
り
、
見
物
す
る
人
々
の
中

に
は
、
座
っ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
立

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
幕
末
に
は

外
国
人
た
ち
も
大
名
行
列
を
見
物
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
参
勤
交
代
の
時
期
や
、
大
名
家
の

シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
 槍
 印
や

や
り

 纏
 の
形

ま
と
い

は
、
大
名
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
そ
の
よ
う
な
大
名
家
の
情

報
を
記
し
た
「
 武
  鑑
 」
と
い
う
ガ
イ

ぶ
 か
ん

ド
ブ
ッ
ク
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
庶

民
に
も
手
軽
に
入
手
で
き
た
よ
う
で
、

宿
場
か
ら
離
れ
た
村
の
旧
家
か
ら
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
名
行
列
が

ど
こ
の
宿
場
に
、
い
つ
来
る
か
は
前

も
っ
て
分
か
る
た
め
、
武
鑑
を
手
に

見
物
に
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
幕
末
に
大
老
を
務
め
た
彦
根
藩
主

・
井
伊
直
弼
が
襲
撃
さ
れ
た
「
桜
田

門
外
の
変
」
で
は
、
襲
撃
し
た
水
戸

浪
士
た
ち
が
大
名
行
列
の
見
物
人
を

装
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
事
件
が
発

生
し
た
３
月
３
日
は
節
句
で
、
江
戸

在
府
の
大
名
は
総
登
城
の
日
で
し
た
。

大
名
た
ち
が
通
行
す
る
桜
田
門
の
近

辺
に
見
物
人
が
い
る
の
は
、
珍
し
い

光
景
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

弁
護
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

経
済
振
興
課

▼
（
　
）９
１
４
８

２８

宮
田
用
水
土
地
改
良
区

８
月
２
日
に
総
代
総
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
（
　
）８
９
５
８

２８

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
い
ー
ぶ
ん
」

第
　
号
を
無
料
配
布

３７

企
画
政
策
課

▼
（
　
）８
９
５
２

２８
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【問】経済振興課　（２８）９１４８

　業者を名乗る者から「名義を貸してほしい」「代わりに

権利を買ってほしい」という内容の電話があったり、郵

便物が届いたりする手口が多発しています。承諾すると

別の業者を名乗る者から連絡があり、違法行為をしたと

脅され、さまざまな名目でお金を要求されます。こうし

た不審な電話は初めから相手にせず、電話を切ってくだ

さい。また現金書留以外の郵便や宅配便でのお金の送付

はできません。業者から宅配便などでお金を送付するよ

う指示されても決して応じないでください。不安に感じ

た場合は、消費生活の相談窓口に早めにご相談ください。

消費生活の相談窓口…▽市消費生活相談（２７）　▽尾張

消費生活相談室　（７１）０９９９

【問】地域ふれあい課　（２８）８６７１

夏の交通安全市民運夏の交通安全市民運動動

　７月１１日（月）～２０日（水）は「夏の交通安全市

民運動」です。次のことを実践しましょう。

▽自宅周辺の危険箇所や安全な自転車の乗り

方について十分話し合う

▽ドライバーから目立つように手を挙げて横

断する（ハンドアップ運動）

▽全ての座席でシートベルトやチャイルドシ

ートを正しく着用する

▽飲酒運転四ない運動「運転するなら酒を飲

まない。酒を飲んだら運転しない。運転す

る人に酒をすすめない。酒を飲んだ人に運

転させない」を徹底する

▽ドライバー・自転車利用者・歩行者が、そ

れぞれの立場で思いやりの気持ちを持つ

交通事故

人　数件　数区　分

１（▲　　２）１（▲　　２）死　亡

　１２（▲　　５）　１２（▲　　５）重　傷

８３３（▲１６６）６７０（▲１３７）軽　傷

８４６（▲１７３）６８３（▲１４４）計

市内の犯罪・事故（４月末現在） “毎月６日（ロック）は防犯の日”

名名名名名名名名名名義義義義義義義義義義名義貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸しししししししししししををををををををををううううううううううをうたたたたたたたたたたたっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたた手手手手手手手手手手口口口口口口口口口口にににににににににに手口にははははははははははは

ごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意ををををををををををを

（　）内は前年対比。※は３月末現在

重点犯罪

件　数区　分件　数区　分

５０（▲　２１）車上狙い１３５（▲　４８）侵　入　盗

４９（＋　１２）自販機狙い１（▲　　８）ひったくり

３（▲　１）強　　盗３０（＋　２）自動車盗

６（▲　８）性　犯　罪２３０（＋　２３）自転車盗

７（▲　９）特殊詐欺※５２（＋　７）部品狙い



裁判中・弁護士依頼済み事件の相談は不可。同居家族・同一事業所は月１回まで。

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月８月のののののののののののののののののののののののののの

法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律律相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相法律相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
（予約制（予約制））

申し込み会　場日　時

７月１１日（月）の午前９時から

電話で市民総合相談室

（（７３）４３６３）

※７月分は随時受け付け中

思いやり会館３階

(市民総合相談室)

２日（火）・５日（金）・１２日（金）・１６日（火）・

１９日（金）・２６日（金）　１３：００～１６：００

尾西庁舎４階１０日（水）・２４日（水）　１３：００～１６：００

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののののののの無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相７月の無料相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談 正午～午後１時に相談できない場合あ正午～午後１時に相談できない場合ありり電話番号がない相談は直接会場電話番号がない相談は直接会場へへ

相談電話・会場日　時相談名

本庁舎２階子育て支援課

 （２８）９１３３

月～金曜日　１０：００～１６：３０

（１８日を除く）

ひとり親

家　　庭

福
祉

思いやり会館２階

 （７１）６５５１
火曜日　１０：００～１２：００

尾西庁舎１階窓口課

 （８５）８３９３

８日（金）・２２日（金）　１０：００～

１６：３０

地域包括支援センター

やすらぎ（６１）３３５０

コムネックスみづほ

 （８６）５３３３

アウン （５１）１３８４

ちあき（８１）１７１１

萩の里 （６７）３６３３

泰玄会 （６１）８２７３

まちなか（８５）８６７２

月～金曜日　９：００～１７：００

（１８日を除く）
高　齢　者

障害者相談支援センター

あすか （８１）７２６０

ゆんたく（６４）５８８２

いまいせ（４５）１１２０

ピース（４６）５００９

夢うさぎ（８６）４００３

いちのみや（６２）８６７８

月～金曜日　９：００～１７：００

（１８日を除く）

障　害　者

生活・サー

ビス利用

思いやり会館３階１１日（月）　１３：００～１６：００

不動産取引

と悩みごと

不
動
産
・
建
設

尾西庁舎４階２０日（水）　１３：００～１６：００

思いやり会館３階２８日（木）　１３：００～１６：００

登　　記

尾西庁舎４階２０日（水）　１３：００～１５：００

　－ビル６階
愛知県土地家屋調
査士会一宮支部

１６日（土）　９：３０～１２：３０
登　記　・

境界問題

思いやり会館３階１２日（火）　１３：００～１６：００建築・地震

相談電話・会場日　時相談名

思いやり会館３階

 （７３）４３６３

月～金曜日　９：００～１７：００

（１・５・８・１５・１９・２２日の午

後、１８日を除く）

市民総合

生
活
・
市
政

思いやり会館３階

 （７３）４３６３

６日（水）・２０日（水）　１０：００～

１２：００
行　　政

本庁舎９階相談室

 （２８）８９８４

月～金曜日　９：００～１２：００

（１８日を除く）
多重債務

　－ビル６階

愛知県司法書士会一宮支部
 ０８０（３６２０）７６５４

３日（日）　１３：００～１６：００
司法書士の

多重債務

本庁舎９階相談室

 （７１）２１８５

月～金曜日　９：００～１６：３０

（１８日を除く）
消費生活

尾張県民相談室

 （７１）５９００（代表）

月～金曜日　９：００～１７：１５

（１８日を除く）
交通事故

思いやり会館３階

尾西庁舎４階
１３日（水）　１３：００～１６：００人　　権

思いやり会館３階２１日（木）　１３：００～１６：００
行政書士の

許認可手続

尾張県民相談室

 （７１）５９００（代表）
火・木曜日　１３：００～１７：１５

職場での

悩みごと

仕
事

思いやり会館４階

 （７２）５０５２
木曜日　１０：００～１５：００

内　　職

尾西庁舎４階

 （６３）４８００
火曜日　１０：００～１５：００

ききょう会館
２３日（土）　９：００～１６：００

＜予約制　（７３）９１００＞

女性職業

適　　性

女
性
・
青
少
年

本庁舎２階子育て支援課

 （２８）９１４９

月～金曜日　１０：００～１６：３０

（１８日を除く）

女　　性

悩みごと

青少年センター

 （８４）０００３

火～土曜日　９：００～１７：００

（１９日を除く）

子ども・若者

悩みごと

　－ビル６階
いちのみや若者サポ
ートステーション

火・土曜日　１０：００～１７：００

＜予約制　（６４）６３４９＞

若　　者

就活心理
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▼講　師／山口百子さん（美術家）

▼申し込み／各開催日の１０日前（必着）までに、往信裏面に希望の日時・ワークショップ名、郵便番号・

住所・氏名（フリガナ）・保護者名・年齢・学校名・学年・電話番号を、返信表面に郵便番号・住所・保

護者名・氏名を記入の上、往復ハガキ（〒４９４－０００７　小信中島字郷南３１４７－１　三岸節子記念美術館）

１１３３８８タワタワーーパパーークク

ササササササササササササササササササササササママママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ

７月１６日（土）
　　　　～８月３１日（水）に開催

【問】国営木曽三川公園１３８タワーパーク　（５１）７１０５

　こどもミュージアムは今年でいよいよ１０年目！　

今回は美術館を飛び出して、いろいろな場所へ、ア

ートを探しに行きましょう。内容など詳しくは、三

岸節子記念美術館ウェブサイトをご確認ください。

【問】三岸節子記念美術館　（６３）２８９２

▼日　時／７月２９日（金）　①午前１０時～１１時３０分

②午後１時３０分～３時

▼会　場／尾西庁舎５階会議室Ｅ

▼対　象／小学１～３年生

▼定　員／各２０人（抽選）

▼参加料／各３００円（教材費）

いいろろいいろろななららべべてて！！ 宇宇宙宙のの街街

▼日　時／８月２０日（土）　①午前１０時～１１時３０分

②午後１時３０分～３時

▼会　場／尾西庁舎５階会議室Ｅ

▼対　象／年少～小学２年生

▼定　員／各２０人（抽選）　　▼参加料／各５００円（教材費）

木木ののかかけけららかからら冒冒険険へへ

▼日　時／８月７日（日）　午前１０時～正午

▼会　場／尾西歴史民俗資料館

▼対　象／中学生以上の方

▼定　員／１５人（抽選）　 　▼参加料／５００円（教材費）

「「れれききみみんん」」ででアアーートト思思考考

▼日　時／８月２日（火）　午前１０時～午後２時

▼会　場／尾西歴史民俗資料館

▼対　象／小学４年生以上の方

▼定　員／１５人（抽選）　　▼参加料／５００円（教材費）

「「れれききみみんん」」ででココララーージジュュししよようう

▼日　時／８月１０日（水）　①午前１０時～１１時３０分

②午後１時３０分～３時

▼会　場／尾西庁舎５階会議室Ｅ

▼対　象／小学生

▼定　員／各２０人（抽選）　　▼参加料／各５００円（教材費）

無無限限ススペペーーススのの小小屋屋

イイベベンントト情情報報

三岸節子記念美術館は工事に伴い、１１月３０日（水）

まで臨時休館します

▼内　容／期間中の午前９時３０分～午後５時に池に設置し

たスプリンクラーで水遊びを楽しむ

虹の中で水遊び（無料）

▼内　容／期間中、夏休みの毎日の最高気温を表した巨大

気温グラフを河川敷に設置

▼その他／展望階から見る場合はツインアーチ１３８利用料

が必要

夏休みの巨大気温グラフ

▼日　時／①７月３１日（日）②８月６日（土）　午前１０時～正午

▼対　象／小学生以下

▼内　容／園内で見られる昆虫の調査を通して、その生態

や多様性について学ぶ

▼定　員／各２０人（先着）　　▼参加料／各１００円（保険料）

▼申し込み／①は６月２９日（水）②は７月５日（火）から電話で

１３８タワーパーク

▼その他／雨天の場合は、希望者に昆虫教室を開催

もくパラ昆虫調査隊▼日　時／７月１６日～３１日の土・日曜日、祝日　午

後７時～８時３０分（１７日（日）を除く）

▼内　容／巨大な虫かごで、樹液を吸ったり飛び回

ったりするカブトムシを観察

▼参加料／無料

▼その他／小学生以下のツインアーチ１３８有料入館

者にカブトムシをプレゼント（先着各１００人。各開

催日の午後６時３０分からタワーエントランスで配

布する整理券が必要。１６日・１８日を除く）

ビートルート１３８～自然の中でカブトムシ観察～
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藍
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体
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史
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）
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７
１
１

６２

▼
日
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／
７
月
　
日
　
　
午
前
９
時

３１
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分
～
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午

３０▼
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歴
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館

▼
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学
生
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者
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容
／
藍
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史
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ぶ
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２０
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／
１
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０
０
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費
）

▼
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７
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０
０
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４９４歴
史
民
俗
資
料
館
）

　夏
休
み
親
子
料
理
教
室

～
カ
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の
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い
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材
を
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て

 

親
子
で
一
緒
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料
理
を
楽
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も
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！
～

南
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
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時
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午
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時
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／
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③
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／
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／
各
　
組
（
先
着
）

１２

▼
受
講
料
／
各
１
人
５
０
０
円
（
教

材
費
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
８
日
　
の
午
前

（金）

９
時
か
ら
電
話
で
南
部
学
校
給
食
共

同
調
理
場

　親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

木
曽
川
の
魚
を
つ
か
ま
え
て

調
べ
て
み
よ
う
  ！

生
涯
学
習
課
 

（
　
）７
０
７
４

８５
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６
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／
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課
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分
３０

▼
会
場
／
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン

タ
ー

▼
内
容
／
自
由
吟
・
課
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受
講
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無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場

　市
民
囲
碁
教
室

生
涯
学
習
課
 

（
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０
７
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▼
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時
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▼
会
場
／
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
ほ

か▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
　
歳
以
上
の
方

１８
▼
定
員
／
　
人
（
抽
選
）

３０

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
ま
で
に

２０

（水）

電
話
、
ま
た
は
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
「
成
人
教
養
講
座
」

と
明
記
の
上
、
電
子
メ
ー
ル
（
 

gaku

shu@city.ichinomiya.lg.jp

）
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講　師内　容日　時

国立研究開発法人　土木研究所
自然共生研究センター
研究員　永山滋也さん

生き物の船
～木曽川７０００年の
 足跡～

８月６日（土）

犬山城白帝文庫歴史文化館

館　長 白水正さん

木曽川とともに
～川と人との歴史～

８月２０日（土）

木曽川上流河川事務所
 包原勝則さん

体験！　木曽川魚類
調査

８月２７日（土）

時間は午前１０時～正午（６日は午後２時～４時）

そ
の
他

募

集

催
し
も
の

ス
ポ
ー
ツ

教
室
講
座



　バ
ス
で
行
く
環
境
学
習
講
座

環
境
保
全
課
 

（
　
）
７
１
８
５

４５

▼
日
時
／
８
月
９
日
　
　
午
前
９
時

（火）

～
午
後
３
時

▼
会
場
／
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
（
東

海
市
）
ほ
か

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者

▼
内
容
／
ガ
ス
の
学
習
施
設
で
、
環

境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
わ
り
を
学

ぶ▼
定
員
／
　
人
（
抽
選
）

４３

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
ま
で
に

２２

（金）

申
込
書
を
環
境
保
全
課

▼
そ
の
他
／
申
込
書
は
環
境
保
全
課

な
ど
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　普
通
救
命
講
習



一
宮
消
防
署
 

（
　
）
１
１
０
３

７２

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
後
１
時

３０

（土）

～
４
時

▼
会
場
／
木
曽
川
消
防
署

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方

▼
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法

▼
定
員
／
　
人
（
先
着
）

３０

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
～
　
日

（金）

１５

　
に
電
話
で
一
宮
消
防
署

（金）▼
そ
の
他
／
再
受
講
可
。
受
講
者
に

は
修
了
証
を
発
行
。
　

人
以
上
の
団

１０

体
の
場
合
は
随
時
開
催

　保
育
体
験
教
室

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 

（
　
）７
０
２
６

８５

▼
日
時
・
会
場
／
左
表
の
と
お
り

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
　
歳
以
上
の
方
（
中
学
生
を
除
く
）

１５
▼
定
員
／
各
日
各
園
５
人
（
先
着
）

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
７
日
　
～
　
日

（木）

１２

　
に
電
話
で
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

（火）タ
ー

　チ
ャ
レ
ン
ジ

　調
べ
学
習

中
央
図
書
館
 

（
　
）２
３
４
３

７２

▼
日
時
／
①
８
月
７
日
　
②
　
日
　
　

（日）

１４

（日）

午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

▼
会
場
／
　

－

ビ
ル
５
階
中
央
図
書

館▼
対
象
／
市
内
在
住
の
①
小
学
３
・

４
年
生
②
小
学
５
・
６
年
生

▼
内
容
／
図
書
館
を
活
用
し
た
調
べ

学
習
の
方
法
を
学
び
、
調
べ
る
テ
ー

マ
を
決
定
す
る

▼
定
員
／
各
　
人
（
抽
選
）

１０

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
～
　
日

１０

（日）

２０

　
に
電
話
で
中
央
図
書
館

（水）　家
庭
介
護
の
た
め
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

高
年
福
祉
課
 

（
　
）９
１
５
１

２８

▼
日
時
／
８
月
　
日
　
　
午
後
１
時

３０

（火）

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

▼
会
場
／
コ
ム
ネ
ッ
ク
ス
み
づ
ほ

（
木
曽
川
町
）

▼
対
象
／
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
方

▼
内
容
／
「
高
齢
者
が
薬
・
健
康
食

品
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
」

▼
定
員
／
　
人
（
先
着
）

２０

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
か
ら
電

（金）

話
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ム

ネ
ッ
ク
ス
み
づ
ほ
（
（
　
）５
３
３

８６

３
）

　ヨ
ー
ガ
セ
ラ
ピ
ー
教
室

き
き
ょ
う
会
館
 

（
　
）９
１
０
０

７３

▼
日
時
／
８
月
８
日
～
　
年
３
月
　

２９

２７

日
の
月
曜
日
　
午
後
１
時
～
２
時
　３０

分
（
　
回
）

２０

▼
会
場
／
き
き
ょ
う
会
館

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

　
歳
以
上
の
女
性（
高
校
生
を
除
く
）

１８▼
内
容
／
ヨ
ガ
療
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

▼
講
師
／
石
垣
倫
子
さ
ん
（
岐
阜
大

学
非
常
勤
講
師
）

▼
定
員
／
　
人
（
抽
選
）

３０

▼
受
講
料
／
９
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
８
月
１
日
　
の
午
後

（月）

１
時
　
分
～
　
分
に
受
講
料
を
持
参

１５

３０

の
上
、
き
き
ょ
う
会
館

　夏
を
の
り
き
る
ス
タ
ミ
ナ
料
理
教
室

き
き
ょ
う
会
館
 

（
　
）９
１
０
０

７３

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
前
９
時

１５

（金）

　
分
～
午
後
１
時

３０▼
会
場
／
き
き
ょ
う
会
館

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
　
歳
以
上
の
方（
高
校
生
を
除
く
）

１８
▼
メ
ニ
ュ
ー
／
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
　ハ

ワ
イ
ア
ン
、
ゆ
で
な
す
の
ピ
リ
辛
サ

ラ
ダ
、
と
う
も
ろ
こ
し
丸
ご
と
ご
飯
、

ゴ
ー
ヤ
ジ
ュ
ー
ス
ほ
か

▼
講
師
／
田
中
美
津
子
さ
ん
（
料
理

研
究
家
）

▼
定
員
／
　
人
（
抽
選
）

２４

▼
受
講
料
／
１
６
０
０
円
（
教
材
費

を
含
む
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
８
日
　
の
午
前

（金）

８
時
　
分
～
９
時
に
受
講
料
を
持
参

４５

の
上
、
き
き
ょ
う
会
館

　消
費
生
活
講
座

～
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る

 

か
ら
だ
づ
く
り
を
考
え
よ
う
  

！
～

経
済
振
興
課
 

（
　
）９
１
４
８

２８

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
後
２
時

１２

（火）

～
３
時
　
分
３０

▼
会
場
／
　

－

ビ
ル
２
階
大
会
議
室

▼
講
師
／
今
枝
昌
子
さ
ん
（
日
本
快

眠
協
会
代
表
理
事
）

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場

　経
営
合
理
化
促
進
講
座

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

経
済
振
興
課
 

（
　
）９
１
３
０

２８

　
一
般
経
営
・
税
務
・
財
務
・
経
理

・
健
康
・
法
律
な
ど
の
講
座
を
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
７
月
～
９
月
に
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
定
員
／
１
７
５
０
人
（
先
着
）

▼
受
講
料
／
無
料

▼
そ
の
他
／
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、
一
宮
商
工
会
議
所
（
（
　
）３

７２

２
３
２
）、ま
た
は
一
宮
商
工
会
議
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
 

http://esod-ne

o.com/intro/cci/ichinomiya-c

o.html

 ）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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会場（保育園）日　時

押場・浅井・冨田７月２６日（火）

今伊勢南・千秋南・朝日西７月２８日（木）

浅野・大和北・奥町西８月４日（木）

西成・丹陽・外割田８月５日（金）

朝宮・篭屋・神明８月９日（火）

時間は午前９時～正午

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

催
し
も
の

募

集

教
室
講
座



　防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

社
会
福
祉
協
議
会
 

（
　
）
７
０
２
４

８５

▼
日
時
／
８
月
６
日
　
・
７
日
　
　

（土）

（日）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
（
７
日

４０

は
午
後
０
時
　
分
ま
で
）

３０

▼
会
場
／
社
会
福
祉
協
議
会
大
和
事

務
所

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

の
方

▼
内
容
／
八
嶋
厚
さ
ん
（
岐
阜
大
学

教
授
）
に
よ
る
講
演
や
実
技
演
習
ほ

か▼
定
員
／
　
人
（
先
着
）

４０

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
４
日
　
の
午
前

（月）

９
時
か
ら
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

　視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

社
会
福
祉
協
議
会
 

（
　
）
７
０
２
４

８５

▼
日
時
／
８
月
１
日
～
　
月
　
日
の

１２

２３

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
　
時
１０

～
午
後
５
時
の
う
ち
２
時
間
（
７
回
）

▼
会
場
／
ぱ
そ
メ
イ
ト
一
宮
末
広
教

室
（
末
広
２
丁
目
　

－
　
）
ほ
か

２８

１５

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
視
覚
障
害
が

あ
る
方

▼
定
員
／
６
人
（
先
着
）

▼
受
講
料
／
１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
４
日
　
の
午
前

（月）

９
時
か
ら
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

▼
そ
の
他
／
修
了
後
に
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
講
習
あ
り

　ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

～
電
気
工
事
士
養
成
講
座

 

基
礎
か
ら
学
ぶ
電
気
理
論
～

県
立
一
宮
高
等
技
術
専
門
校
 

 

（
　
）１
２
５
１

５１

▼
日
時
／
９
月
　
日
　
・
　
日
　
　

１０

（土）

１１

（日）

午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

１０

３０

（
　
日
は
３
時
　
分
ま
で
）

１１

４０

▼
会
場
／
高
等
技
術
専
門
校

▼
対
象
／
在
職
中
の
方

▼
定
員
／
　
人
（
抽
選
）

１０

▼
受
講
料
／
１
６
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
～
８
月

（金）

　
日
　
（
必
着
）
に
住
所
・
氏
名
・

１８

（木）

生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
し
「
電
気
工
事
士
養
成
講
座
」
と

明
記
の
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
・
電
子
メ

ー
ル
（
〒
　

－

０
１
１
３
　
浅
井
町

４９１

西
浅
井
字
北
山
７
６
２

－

１
　
高
等

技
術
専
門
校
、
 

i
c
h
i
n
o
m
i
y
a
-
s
e
n
m
o

nko@pref.aichi.lg.jp

）

　親
子
自
然
工
作
教
室

国
営
木
曽
三
川
公
園
　
タ
ワ
ー
パ
ー
ク
 

１３８

 

（
　
）７
１
０
５

５１

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
後
１
時

２３

（土）

～
３
時

▼
会
場
／
　
タ
ワ
ー
パ
ー
ク

１３８

▼
内
容
／
竹
な
ど
自
然
の
材
料
を
使

っ
た
工
作
を
体
験
す
る

▼
受
講
料
／
２
０
０
円
程
度
（
教
材

費
）

▼
申
し
込
み
／
当
日
午
後
１
時
～
２

時
　
分
に
直
接
会
場

３０

　初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
７
日
か
ら
の
日
曜
日
　

午
後
７
時
～
８
時
　
分
（
　
回
）

３０

１２

▼
会
場
／
市
テ
ニ
ス
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
高
校
生
以
上
の
方

▼
定
員
／
　
人
（
抽
選
）

６０

▼
受
講
料
／
８
５
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
の
午
前

２４

（日）

　
時
～
　
分
に
受
講
料
を
持
参
の
上
、

１０

１５

テ
ニ
ス
場

▼
そ
の
他
／
申
し
込
み
は
１
人
１
人

分

　ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
教
室

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
７
月
　
日
～
８
月
７
日
の

１７

日
曜
日
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

（
４
回
。
予
備
日
８
月
　
日
　
）

１４

（日）

▼
会
場
／
光
明
寺
仮
設
射
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
４
年
生
以
上
の
方

▼
定
員
／
　
人
（
先
着
）

２０

▼
受
講
料
／
４
０
０
０
円
（
　
歳
以

１８

下
は
２
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
～
７
日

（金）

　
に
受
講
料
を
持
参
の
上
、
本
庁
舎

（木）体
育
協
会

▼
そ
の
他
／
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

　ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
７
日
　
　
午
前
９
時

（日）

▼
会
場
／
総
合
体
育
館
い
ち
い
信
金

ア
リ
ー
ナ
Ａ

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方
で
構
成
す
る
チ

ー
ム
（
　
人
ま
で
登
録
可
）

２０

▼
種
目
／
一
般
、
中
学
生
・
高
校
生

▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
ま
で
に

１５

（金）

参
加
料
を
持
参
の
上
、
本
庁
舎
体
育

協
会

　ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
　
日
　
　
午
前
９
時

１４

（日）

（
予
備
日
　
日
　
）

２７

（土）

▼
会
場
／
市
テ
ニ
ス
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▼
種
目
／
①
男
子
Ａ
②
男
子
Ｂ
③
女

子
④
　
歳
以
上
男
子
⑤
　
歳
以
上
女

４５

５０

子
⑥
　
歳
以
上
男
子
・
　
歳
以
上
女

６０

５５

子▼
定
員
／
各
　
組
（
先
着
）

３６

▼
参
加
料
／
１
組
３
０
０
０
円
（
大

学
生
は
１
組
１
５
０
０
円
、
小
中
学

生
・
高
校
生
は
１
組
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
ま
で
に

１９

（火）

本
田
（
（
　
）４
５
６
２
）

５１

　市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
７
日
　
　
午
前
９
時

（日）

▼
会
場
／
総
合
体
育
館
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ａ
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で

構
成
す
る
チ
ー
ム

▼
種
目
／
ト
リ
ム
・
レ
デ
ィ
ー
ス

▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
の
午
後

２３

（土）

７
時
　
分
に
参
加
料
を
持
参
の
上
、

３０

産
業
体
育
館（
代
表
者
会
議
を
開
催
）
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そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

教
室
講
座

募

集

催
し
も
の



　市
民
水
泳
大
会

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
 

 

（
　
）
７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
前
９
時

３１

（日）

（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
／
尾
西
プ
ー
ル

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方

▼
種
目
／
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
（
　
ｍ
）
＝
中
学

５０

生
、
高
校
生
～
　
歳
、
　

歳
～
　
歳
、

１９

２０

２９

　
歳
～
　
歳
、
　

歳
～
　
歳
、
　

歳

３０

３９

４０

４９

５０

～
　
歳
、
　

歳
以
上
（
男
女
別
）

５９

６０

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
ま
で
に

１１

（月）

本
庁
舎
体
育
協
会

▼
そ
の
他
／
１
人
２
種
目
ま
で
出
場

可
。
　

ｍ
プ
ー
ル
を
使
用

５０

　全
日
本
教
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

ス
ポ
ー
ツ
課
 

（
　
）
７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
①
７
月
　
日
　
　
午
前
９

３０

（土）

時
～
午
後
５
時
②
　
日
　
　
午
前
９

３１

（日）

時
～
午
後
３
時
③
８
月
１
日
　
　
午

（月）

前
９
時
～
午
後
２
時

▼
会
場
／
①
②
大
野
極
楽
寺
公
園
、

蘇
南
公
園
（
江
南
市
）
③
蘇
南
公
園

▼
内
容
／
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

に
登
録
さ
れ
た
教
員
チ
ー
ム
　
チ
ー

３２

ム
に
よ
る
全
国
大
会

▼
観
覧
料
／
無
料

　市
民
秋
季
軟
式
野
球
大
会

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
　
日
か
ら
の
日
曜
日

２１

▼
会
場
／
平
島
公
園
野
球
場
・
大
野

極
楽
寺
公
園
ほ
か

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で

構
成
す
る
チ
ー
ム

▼
種
目
／
①
Ａ
級
②
Ｂ
級
③
Ｃ
級
１

部
④
Ｃ
級
２
部

▼
参
加
料
／
①
１
万
円
②
③
④
８
０

０
０
円
（
連
盟
未
加
入
チ
ー
ム
は
加

盟
金
５
０
０
０
円
も
必
要
）

▼
申
し
込
み
／
８
月
７
日
　
の
①
②

（日）

③
は
午
前
９
時
　
分
、
④
は
午
後
１

３０

時
に
一
宮
市
民
会
館
（
組
み
合
わ
せ

抽
選
・
説
明
会
を
実
施
、
監
督
の
出

席
が
必
要
）

▼
そ
の
他
／
問
い
合
わ
せ
は
水
野

（

（
　
）
１
３
２
９
）

７３

　愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

代
表
候
補
選
手
選
考
会

ス
ポ
ー
ツ
課
 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
　
日
　
　
午
前
８
時

２７

（土）

（
予
備
日
　
日
　
）

２８

（日）

▼
会
場
／
い
ち
い
信
金
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
県
一
宮
総
合
運
動
場
）

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

▼
部
門
／
①
小
学
生
男
子
＝
１
・
１


、②
小
学
生
女
子
＝
１
・
１

、
③

中
学
生
男
子
＝
３
・
２

、④
中
学
生

女
子
＝
２
・
８

、⑤
ジ
ュ
ニ
ア
（
平

成
　
年
４
月
２
日
～
　
年
４
月
１
日

１０

１３

生
ま
れ
）
男
子
＝
４
・
７

、
⑥
ジ

ュ
ニ
ア
女
子
＝
３
・
９

、
⑦
一
般

（
平
成
　
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

１０

男
子
＝
４
・
８

、⑧
一
般
女
子
＝
３

・
２

、⑨
　
歳
以
上
（
昭
和
　
年
　

４０

５１

１２

月
３
日
以
前
生
ま
れ
）
＝
３
・
９


▼
選
考
人
数
／
各
２
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
８
月
１
日
　
ま
で
に

（月）

本
庁
舎
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
そ
の
他
／
駅
伝
大
会
は
　
月
３
日

１２

　
に
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
（
長
久

（土）手
市
）
で
開
催

　市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

体
育
協
会（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） 

 

（
　
）７
０
７
８

８５

▼
日
時
／
８
月
２
日
　
　
午
前
９
時

（火）

（
予
備
日
３
日
　
）
（水）

▼
会
場
／
九
品
地
公
園
競
技
場

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で

構
成
す
る
７
人
以
下
の
チ
ー
ム

▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　
ま
で
に

２０

（水）

参
加
料
を
持
参
の
上
、
本
庁
舎
体
育

協
会

　赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 

（
　
）７
０
２
６

８５

▼
日
時
／
①
８
月
３
日
　
②
　
日
　

（水）

１８

（木）

③
　
日
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

１９

（金）

３０

▼
会
場
／
産
業
体
育
館

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方

▼
内
容
／
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
、

子
育
て
中
の
母
親
と
の
座
談

▼
定
員
／
各
　
人
（
先
着
）

２０

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
７
月
７
日
　
～
　
日

（木）

１２

　
に
電
話
で
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

（火）タ
ー

▼
そ
の
他
／
ふ
れ
あ
い
体
験
に
参
加

で
き
る
０
歳
児
と
母
親
も
募
集

　夏
季
小
展
示

土
の
中
の
い
ち
の
み
や

博
物
館
 

（
　
）３
２
１
５

４６

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
～
８
月
　
日

１６

（土）

２１

　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

（日）

３０

（
入
館
は
４
時
　
分
ま
で
）

３０

▼
会
場
／
博
物
館

▼
内
容
／
昔
の
一
宮
の
様
子
を
、
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
道
具
か
ら
紹
介

▼
観
覧
料
／
無
料
　

▼
休
館
日
／
月
曜
日
（
７
月
　
日
を

１８

除
く
）、
７
月
　
日
　
、８
月
　
日
　

１９

（火）

１２

（金）

　夏
の
お
は
な
し
会

～
図
書
館
み
の
り
の
会
～

尾
西
図
書
館
 

（
　
）８
１
９
１

６２

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
後
２
時

１０

（日）

～
３
時

▼
会
場
／
尾
西
図
書
館

▼
内
容
／
大
型
絵
本
・
大
型
紙
芝
居
・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

ほ
か

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場

　福
祉
マ
ル
シ
ェ

ｉ
・
愛
・
 逢
 マ
ー
ケ
ッ
ト

あ
い

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会（
福
祉
課
内
） 

 

（
　
）８
６
１
９

２８

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
・
　
日
　
　

１９

（火）

２０

（水）

午
前
　
時
～
午
後
７
時

１０

▼
会
場
／
名
鉄
百
貨
店
一
宮
店
正
面

玄
関
前

▼
内
容
／
市
内
の
福
祉
作
業
所
６
団

体
の
紹
介
、
パ
ン
・
お
菓
子
・
布
製

品
な
ど
自
主
製
品
の
販
売
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教
室
講
座

そ
の
他

募

集

催
し
も
の

ス
ポ
ー
ツ



　家
庭
介
護
者
交
流
会

高
年
福
祉
課
 

（
　
）
９
１
５
１

２８

▼
日
時
／
８
月
　
日
　
　
午
前
　
時

３０

（火）

１１

～
午
後
０
時
　
分
５０

▼
会
場
／
コ
ム
ネ
ッ
ク
ス
み
づ
ほ

（
木
曽
川
町
）

▼
対
象
／
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
方

▼
定
員
／
　
人
（
先
着
）

２０

▼
参
加
料
／
５
７
０
円
（
昼
食
代
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
か
ら
電

（金）

話
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ム

ネ
ッ
ク
ス
み
づ
ほ
（

（
　
）
５
３
３

８６

３
）

　認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

～
き
き
ょ
う
の
会
～

高
年
福
祉
課
 

（
　
）
９
１
５
１

２８

▼
日
時
／
８
月
４
日
　
　
午
後
１
時

（木）

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

▼
会
場
／
　

－

ビ
ル
２
階
大
会
議
室

▼
対
象
／
家
庭
で
認
知
症
の
人
を
介

護
し
て
い
る
方

▼
内
容
／
介
護
者
同
士
で
知
恵
や
工

夫
を
情
報
交
換

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場

　日
曜
新
鮮
市

一
宮
地
方
総
合
卸
売
市
場
 （
　
）
１
１
１
９

４４

▼
日
時
／
７
月
３
日
　
　
午
前
６
時

（日）

～
９
時
（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
／
総
合
卸
売
市
場

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
・
果
物
・
花
き

・
鮮
魚
・
精
肉
・
総
合
食
料
品
・
日

用
雑
貨
品
な
ど
の
即
売

▼
そ
の
他
／
午
前
７
時
か
ら
ス
イ
カ

・
メ
ロ
ン
が
当
た
る
抽
選
会

　も
く
パ
ラ
自
然
 楽
  講
 

が
っ
 こ
う

～
受
粉
を
誰
に
手
伝
わ
せ
る
の
か
？
～

国
営
木
曽
三
川
公
園
　
タ
ワ
ー
パ
ー
ク
 

１３８

 

（
　
）７
１
０
５

５１

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
前
　
時

１７

（日）

１０

～
正
午

▼
会
場
／
　
タ
ワ
ー
パ
ー
ク

１３８

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
の
方

▼
定
員
／
　
人
（
先
着
）

２０

▼
参
加
料
／
１
０
０
円
（
教
材
費
）

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
　
タ
ワ
ー
パ

１３８

ー
ク

　も
み
じ
ま
つ
り

演
奏
会
の
出
演
者
を
募
集

尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
 
（
　
）９
７
１
１

６２

▼
日
時
／
　
月
　
日
　
・
　
日
　

１１

２６

（土）

２７

（日）

▼
会
場
／
歴
史
民
俗
資
料
館
別
館

（
旧
林
家
住
宅
）

▼
対
象
／
和
風
建
築
に
合
う
演
奏

（
　
分
間
。
大
音
量
の
演
奏
不
可
）を

３０
す
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ

▼
定
員
／
７
組
（
抽
選
）

▼
申
し
込
み
／
８
月
５
日
　
ま
で
に

（金）

電
話
で
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
そ
の
他
／
例
年
の
演
奏
ス
ペ
ー
ス

を
縮
小
し
て
開
催

　　
年
４
月
採
用
　市

立
病
院

２９医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
募
集

市
民
病
院
管
理
課
 

（
　
）５
１
６
７

７１

▼
応
募
資
格
／
昭
和
　
年
４
月
２
日

６３

以
降
生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た

は
平
成
　
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の

２９

社
会
福
祉
士
の
資
格
が
あ
る
、
ま
た

は
資
格
取
得
予
定
の
方

▼
選
考
方
法
／
１
次
試
験
＝
一
般
教

養
・
適
性
検
査
、
２
次
試
験
＝
面
接

▼
採
用
人
数
／
１
人

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　（
必
着
）

２２

（金）

ま
で
に
指
定
履
歴
書
・
成
績
証
明
書
・

卒
業
見
込
み
証
明
書
（
有
資
格
者
は

指
定
履
歴
書
・
社
会
福
祉
士
免
許
証

の
写
し
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
そ
の
他
／
指
定
履
歴
書
は
市
民
病

院
管
理
課
で
配
布
（
市
民
病
院
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

１
次
試
験
は
７
月
　
日
　
に
市
民
病

２９

（金）

院
で
実
施

　市
民
病
院

常
勤
臨
時
臨
床
検
査
技
師
を
募
集

市
民
病
院
管
理
課
 

（
　
）５
１
６
７

７１

▼
応
募
資
格
／
昭
和
　
年
４
月
２
日

３２

以
降
生
ま
れ
で
、
資
格
が
あ
る
方

▼
選
考
方
法
／
面
接

▼
採
用
人
数
／
１
人

▼
申
し
込
み
／
写
真
を
貼
っ
た
履
歴

書
と
臨
床
検
査
技
師
免
許
証
の
写
し

を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
　

－

８
５

４９１

５
８
　
市
民
病
院
管
理
課
）

　市
民
病
院

常
勤
臨
時
看
護
師
を
募
集

市
民
病
院
管
理
課
 

（
　
）５
１
６
７

７１

▼
応
募
資
格
／
昭
和
　
年
４
月
２
日

３２

以
降
生
ま
れ
で
、
資
格
が
あ
る
方

▼
選
考
方
法
／
面
接

▼
採
用
人
数
／
５
人

▼
申
し
込
み
／
写
真
を
貼
っ
た
履
歴

書
と
看
護
師
免
許
証
の
写
し
を
持
参

ま
た
は
郵
送
（
〒
　

－

８
５
５
８
　

４９１

市
民
病
院
管
理
課
）

　市
民
病
院

常
勤
臨
時
看
護
補
助
員
を
募
集

市
民
病
院
管
理
課
 

（
　
）５
１
６
７

７１

▼
応
募
資
格
／
昭
和
　
年
４
月
２
日

３２

以
降
生
ま
れ
の
方

▼
選
考
方
法
／
面
接

▼
採
用
人
数
／
５
人

▼
申
し
込
み
／
写
真
を
貼
っ
た
履
歴

書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
　

－

８

４９１

５
５
８
　
市
民
病
院
管
理
課
）

　８
月
採
用
　木

曽
川
市
民
病
院

常
勤
臨
時
看
護
補
助
員
を
募
集

木
曽
川
市
民
病
院
 

（
　
）２
１
７
３

８６

▼
応
募
資
格
／
昭
和
　
年
４
月
２
日

３２

以
降
生
ま
れ
の
方

▼
選
考
方
法
／
面
接

▼
採
用
予
定
人
数
／
２
人

▼
申
し
込
み
／
７
月
　
日
　（
必
着
）

２２

（金）

ま
で
に
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
を
持

参
ま
た
は
郵
送
（
〒
　

－

０
０
０
１
　

４９３

木
曽
川
町
黒
田
字
北
野
黒
１
６
５
　

木
曽
川
市
民
病
院
業
務
課
）

▼
そ
の
他
／
夜
勤
あ
り

　放
送
大
学
　
　月
入
学
生
を
募
集

１０

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー
 

 


０
５
２（
８
３
１
）１
７
７
１

▼
応
募
資
格
／
①
全
科
履
修
生
＝
　１８

歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が
あ
る
、

②
選
科
履
修
生
③
科
目
履
修
生
＝
　１５

歳
以
上
、
④
大
学
院
修
士
選
科
生
⑤

大
学
院
修
士
科
目
生
＝
　
歳
以
上

１８

▼
在
学
期
間
／
①
４
年
以
上
②
④
１

年
③
⑤
６
カ
月

▼
申
し
込
み
／
９
月
　
日
　
ま
で
に

２０

（火）

放
送
大
学
本
部

▼
そ
の
他
／
資
料
請
求
ハ
ガ
キ
は
本

庁
舎
生
涯
学
習
課
（
（
　
）７
０
７

８５

４
）
で
配
布
（
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
資
料
請
求
可
）
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教
室
講
座

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

催
し
も
の

そ
の
他



　中
央
看
護
専
門
学
校

学
校
説
明
会

市
立
中
央
看
護
専
門
学
校
 （
　
）
８
９
１
１

７３

▼
日
時
／
８
月
１
日
　
　
①
午
前
９

（月）

時
～
　
時
②
午
後
１
時
　
分
～
３
時

１１

３０

　
分
３０▼

会
場
／
中
央
看
護
専
門
学
校

▼
対
象
／
高
校
を
卒
業
・
卒
業
見
込

み
の
方
、
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

▼
内
容
／
学
校
紹
介
・
見
学
・
体
験

学
習
・
質
疑
ほ
か

▼
定
員
／
各
　
人
（
先
着
）

４０

▼
申
し
込
み
／
７
月
１
日
　
か
ら
電

（金）

話
で
中
央
看
護
専
門
学
校
（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

　サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
発
売

財
政
課
 

（
　
）
８
９
６
０

２８

　
１
等
５
億
円
、
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
７
億
円
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
が
、
７
月
６
日
　
か
ら
全
国

（水）

の
宝
く
じ
売
場
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

ま
た
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０

０
０
万
」
も
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
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大野極楽寺公園管理棟　（５１）３０１５緑化教室

▼申し込み／①②は７月３日（日）③④は５日（火）の午前１０時から
電話で大野極楽寺公園管理棟（０８０（９１１０）３０１５）

▼その他／小学生以下は保護者同伴

教材費定　員日　時教室名

各１，０００円
各２０人
（先着）

７月２３日（土）
１０：００・１３：００

ま ゆ 玉 で ゆ ら ゆ ら
モ ビ ー ル を 作 ろ う ！

①

２，０００円
２０人
（先着）

８月２１日（日）
１０：００～１２：００

プ リ ザ ー ブ ド
バ イ オ フ ラ ワ ー

②

２００円
（保険料）

２０人
（先着）

７月２４日（日）
１０：００～１２：００

アメリカザリガニ釣り大作戦③

５００円
２０人
（先着）

８月７日（日）
１０：００～１２：００

わ く わ く 工 作④

一宮地域文化広場　（５１）２１８０天体観望会・おやこプール

七夕の星とにぎやかな夏の星空を楽しみましょう
～火星、土星、はくちょう座の二重星～
▼日　時／①７月２９日（金）②３０日（土）　午後７時３０分～８時４５
分（雨天中止）

▼定　員／各８０人（先着）　 　
▼参加料／無料
▼申し込み／７月２０日（水）の午前１０時から電話で地域文化広場
▼その他／中学生以下は保護者同伴

おやこプールを開場
▼開場日時／７月２１日（木）～８月３１日（水）　午前１０時～正午・午
後１時～４時（月曜日・雨天を除く）

▼対　象／小学生以下（保護者同伴）
▼利用料／無料

▼その他／おむつが必要な方は入場不可

エコハウス１３８　（４７）７１３８環境学習講座

７月１９日（火）・２０日（水）は開館。７月の土・日曜日、祝日は午前９時から開館

▼定　員／各２０人（先着）
▼申し込み／７月１日（金）の午前１０時からエコハウス１３８
▼その他／①③は小学２年生以下は保護者同伴

受講料対　象日　時環境学習講座名

１，０００円年中以上
９月３日（土）
１０：３０～１２：００

淡水魚育成教室①　

２，０００円１８歳以上
９月１１日（日）
１３：３０～１５：３０

常備クリーム作り②

１，０００円年中以上
９月１７日（土）
１０：３０～１２：００

石ころアート教室③

アイプラザ一宮　（７７）６６１２自主文化事業

夏の講談～怪談でちょっと涼しくなる夜～
▼日　時／７月３０日（土）　午後６時３０分～８時
▼出　演／旭堂鱗林さん（講談師）　 　
▼定　員／１５０人（先着）
▼入場料／１，０００円（６０歳以上の方は８００円、学生は５００円）
▼前売り／アイプラザ一宮で販売中（電話予約も可）

▼その他／未就学児は入場不可

スポーツ文化センター　（２４）１８８１文化教室

▼申し込み／受講料を持参の上、スポーツ文化センター（１人
１人分。抽選）
▼その他／対象は①～③は小学生、④～⑥は小学生と保護者
（２人１組）、⑦は小中学生。教材費も必要。詳しくはウェ
ブサイトなどで確認

申込日時受講料日　時教室名

７月２日（土）
１３：３０

１，５００円
７月２２日～２７日の月・水
・金曜日　１３：１５（３回）

こ ど も
絵 画

①

７月９日（土）
１１：３０

５００円７月２９日（金）　１０：００
こ ど も
ポーセラーツ

②

７月２日（土）
１４：３０

５００円７月３０日（土）　１０：００
こどもドキドキ
科 学 実 験

③

７月２日（土）
９：３０

１組
１，０００円

７月２４日（日）　１０：００
お や こ
トールペイント

④

７月２日（土）
１０：３０

１組
１，０００円

７月２３日（土）　９：３０
お や こ
クラフトバンド

⑤

７月９日（土）
１０：３０

１組
１，０００円

８月１１日（祝）　９：３０
お や こ
ス イ ー ツ

⑥

７月９日（土）
９：３０

１，０００円
７月２１日（木）・２８日（木）　
１３：３０

こ ど も
書 道

⑦

温水プール　（７７）４７２７水泳教室

夏休み短期水泳教室
▼日　時／①８月１６日（火）～１９日（金）②２３日（火）～２６日（金）に１
時間の教室を４回
▼対　象／市内在住・在学・在園の年少～中学生
▼定　員／各５０人（抽選）
▼受講料／各３，５００円
▼申し込み／７月１１日（月）の午前９時から温水プール
▼その他／コース・受付時間などの詳細は問い合わせ

▼開場日時／７月２１日（木）～８月３１日（水）　午前９時３０分～正午
・午後１時～５時（８月１３日（土）～１５日（月）のうち１日と雨
天を除く。今伊勢小は校門改修工事に伴い、出入り口は西
門だけ）

▼利用料／無料
公園プール＝音羽公園・九品地公園・真清公園・平島公園
学校プール＝南部中・葉栗小・西成小・丹陽小・浅井南小・
北方中・大和中・今伊勢小・奥中・萩原中・千秋中・神山小

市民開放プール　（７６）７２９１市民開放プールを開場

　－ビル　（２８）９１５３文化教室

淡水アクアリウム教室
▼日　時／８月１４日（日）　午前１０時～正午
▼対　象／年少～小学生

▼定　員／１５人（先着）
▼受講料／２，０００円
▼申し込み／７月１日（金）の午前１０時から電話で　－ビル指定
管理者（０５２（２４２）３２４０）

▼その他／小学２年生以下は保護者同伴

教
室
講
座

ス
ポ
ー
ツ

催
し
も
の

募

集

そ
の
他



　ゼ
リ
ー
状
着
火
剤
の
使
用
は
慎
重
に

消
防
本
部
予
防
課
 

（
　
）
１
２
８
２

７２

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
使
用
す
る

ゼ
リ
ー
状
着
火
剤
で
、
事
故
が
発
生

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

使
用
方
法
な
ど
を
読
み
、
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
に
使
わ
せ
な
い

▽
火
を
付
け
た
ら
、
着
火
剤
を
つ
ぎ

足
さ
な
い

▽
着
火
剤
は
引
火
し
や
す
い
の
で
、

キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
た
ま
ま
置
か
な
い

▽
近
く
に
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
や
湿

ら
せ
た
布
な
ど
を
準
備
す
る

▽
中
毒
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
室
内

や
換
気
の
悪
い
場
所
で
使
わ
な
い

　花
火
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

消
防
本
部
予
防
課
 

（
　
）
１
２
８
０

７２

　
花
火
は
取
り
扱
い
を
誤
れ
ば
、
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
遊
び
方
の
注
意
書
き
を
守
る

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

▽
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
遊
ば
な

い▽
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

▽
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

▽
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

▽
正
し
い
位
置
に
点
火
し
、
た
く
さ

ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
付
け
な
い

▽
火
が
消
え
て
も
中
を
の
ぞ
か
な
い

▽
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い

　社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

 
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

福
祉
課
 

（
　
）９
０
１
５

２８

　
近
年
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や

親
子
の
対
話
が
減
る
な
ど
、
地
域
や

家
庭
の
犯
罪
抑
止
力
・
教
育
力
が
低

下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

学
校
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
を
強
め
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
、
大

人
も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を
持
ち
、

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
明
る
い

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
市
で
も
期
間
中
、
一
宮
保
護

区
保
護
司
会
や
一
宮
市
更
生
保
護
女

性
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
講
演
会
の

開
催
や
街
頭
で
の
啓
発
活
動
な
ど
を

行
い
、
非
行
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　ふ
る
さ
と
融
資
制
度
の
ご
利
用
を

企
画
政
策
課
 

（
　
）８
９
５
２

２８

　
市
で
は
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る

民
間
事
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
財
団
の
協
力
に
よ
り
、
法

人
の
民
間
事
業
者
に
、
地
方
債
を
原

資
と
し
て
無
利
子
資
金
を
貸
し
付
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
事
業
／
次
の
全
て
に
該
当
す

る
事
業
①
公
益
性
・
事
業
採
算
性
・

低
収
益
性
な
ど
の
観
点
か
ら
行
わ
れ

る
②
１
人
以
上
の
新
規
雇
用
が
見
込

ま
れ
る
③
設
備
投
資
総
額
が
１
０
０

０
万
円
以
上（
用
地
取
得
費
を
除
く
）

な
ど

▼
貸
付
額
／
対
象
事
業
１
件
当
た
り

３
０
０
万
円
～
　
億
５
０
０
０
万
円

１０

（
貸
付
対
象
費
用
か
ら
補
助
金
を
控

除
し
た
額
の
　
％
を
限
度
）

３５

　不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

無
料
相
談
会

愛
知
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会
 

 


０
５
２（
５
８
２
）２
４
０
７

▼
日
時
／
７
月
　
日
　
　
午
前
　
時

１４

（木）

１０

～
午
後
３
時

▼
会
場
／
一
宮
市
民
会
館

▼
内
容
／
土
地
の
有
効
活
用
・
相
続
、

借
地
権
の
権
利
調
整
、
不
動
産
投
資

な
ど
に
関
す
る
相
談

▼
申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場
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７月の音声広報
知っトク ！ 　いちのみや

ＦＭいちのみや　７６．５Ｍ

▽放送時間は７：３０・１２：３０・１７：３０

▽市ウェブサイトでも聴くことができます。

７
Ⅰ　ＬＯＶＥ　いちのみや

ＩＣＣ　地デジ１２ch

▽放映時間は７：４５・９：４５・１２：４５・１６：４５

・１９：４５・２２：４５

▽ＤＶＤは市立図書館で８月から貸し出し

▽動画サイト（ユーチューブ）の市公式チャ

ンネルでも見ることができます。

月の映像広報

競輪場　（７２）４３９１

７月の一宮けいりん

福井記念（Ｇ）…２日（土）～５日（火）
小松島記念（Ｇ）…７日（木）～１０日（日）
函館記念（Ｇ）…２３日（土）～２６日（火）

弥彦記念（Ｇ）…３０日（土）～８月２日（火）

主な
場外発売

フリーマーケット・新鮮野菜市（競輪開設時だけ）

▼日時／７月１０日（日）・３１日（日）　 午前１０時

～午後４時　▼その他／入場料は無料。地

元農産物の即売あり。出店申し込みはリサ

イクル運動推進の会（０９０（６４７４）１５３８）

　場外車券発売を継続し、皆さんのご来場

をお待ちしています。開催日など詳しくは、

お尋ねください。

いちのみや応援基金へ

１２９件

社会福祉協議会へ

エス・ビー建材、匿名１件

環境関係へ

ヤマナカ

（５月分まで・敬称略）

ご寄付ありがとうございました

訂訂
　正正

　「
い
ち
の
み
や
の
社
会
福
祉
」

６
月
号
の
５
・
６
㌻
に
掲
載
し

た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

　
月
　
日
　
に
変
更
に
な
り
ま

１２

１１

（日）

し
た
。

～いつでもどこでも「広報一宮」を～

無料アプリ「ｉ広報紙」で配信中

環境センター　（４５）７００４

（　）内は前年同月

１人１日総　量

８４２（８７４）
▲３２ｇ

９，７５１ｔ（１０，１２９ｔ）
▲３７８ｔ

市内のごみの量（４月分）

祝日のごみ収集

▽７月１８日（月）は収集

該当地区の方は午前８時３０分まで

に指定袋に入れてお出しください。

祝日のごみ持ち込み

▽７月１８日（月）は受け付け

教
室
講
座

ス
ポ
ー
ツ

催
し
も
の

そ
の
他

募

集
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このコーナーは市民の皆さんの情報発信の場です。営利・宗教・政治的でないもの、公序良俗に
反しないもので、全市を対象にしていれば結構です。９月号の締め切りは７月２５日（月）です。どし
どしご応募ください。なお掲載できない場合もあります。 問い合わせ　広報課　（２８）８９５１

皆さんで七夕まつりの会場をき

れいにしませんか。お子さん・

学生さんも大歓迎。清掃道具は

できるだけご持参ください。

日　時／７月３０日（土）・３１日（日）  

午前８時～９時（小雨決行）

集合場所／真清田神社社務所前

申し込み／キューブの会・船橋

（８７）００６７（直接集合場所も可）

キューブの会（環境保全）

清掃ボランティアを募集

ヨガで柔軟性を高め、体のゆが

みを正しましょう。初心者や高

齢者の皆さんも歓迎します。

日　時／毎週火曜日　①午後１

時～２時１５分②２時３０分～３時

３０分③７時～８時

会　場／宮後ふれあい会館（今

伊勢町宮後稲荷１９２９）

参加料／１回５００円

申し込み／佐藤　（５８）００４２

私のための楽しいヨガ

会員を募集

基本から自由型まで一緒に生け

花を楽しみませんか。年齢・性別

を問わず、初心者も歓迎します。

日　時／木曜日　午前１０時～正

午（月３回）

会　場／スポーツ文化センター

参加料／１回１，４００円（花代・華

道具代を含む）

申し込み／神戸　０９０（７３０３）２０８５

生け花友の会

会員を募集

なかよし習字・書き取りクラブ

会員を募集

みんなで仲良く、習字を楽しみ

ませんか。入会金は不要で、無

料体験もあります。

日　時／土曜日　午後１時３０分

～３時（月３回）

会　場／スポーツ文化センター

対　象／幼児・小中学生

会　費／月１，５００円

申し込み／佐藤　０９０（１７４９）９５００

（午後５時以降）

約５kmと約１０kmのコース。参加は無料です。

日　時／７月１０日（日）　午前９時集合（雨天決行）

集合場所／いちい信金スポーツセンター（県一宮総

合運動場）

申し込み／当日直接集合場所

問い合わせ／千秋ウオーク実行委員会・安藤　（７６）

０８１５（平日の午前９時～午後５時）

アンコラふるさと散歩道

～千秋のお宝見て歩き～

初心者・経験者を問わず、誰でも自由に参加でき

ます。「 高 
たか

 砂 」などの謡曲を、皆さんで楽しく、
さご

大きな声で謡いましょう。

日　時／毎月第４土曜日　午後１時～４時３０分

会　場／産業体育館　　

参加料／１回５００円

申し込み／加藤　（７３）１４５３

観世流・謡曲・仕舞の会

一謡会　会員を募集

国際薬膳食育師を招き、料理教

室を開催します。

日　時／７月１３日（水）　午後３時

２０分～５時３０分

会　場／ピルエット（猿海道１

丁目９－２０）

受講料／２，０００円（教材費）

定　員／１０人（先着）

申し込み／アンベリール・伊藤

０９０（６６１０）２１７５

夏をのりきるための

食材選びと料理法

家庭で壊れて眠っているおもち

ゃがあれば、お持ちください。

受付日時・場所など詳しくは、

お尋ねください。インターネッ

トでも検索できます。

料　金／無料（部品代として５０

円～３００円が必要な場合あり）

問い合わせ／上野　（７１）７６０３

おもちゃ病院一宮

おもちゃを無料修理します



５月１７日　名鉄バス一宮営業所

　富士小学校の２年生が名鉄バス一宮営業所

を訪れ、運転士が運行前の点呼や車両の点検

を行う様子を見学しました。バスに乗り込ん

で大型洗車機に入る体験をした子どもたちは、

大きなブラシで窓が洗われるたび、歓声を上

げていました。

まちたんけん

市民が選ぶ市民活動支援制度対象事業
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パネルシアターの楽しみ方の講座や、子どもたち

の笑顔を引き出すための音楽研修を行います。

日　時／７月２６日（火）　午後１時３０分～４時１５分

会　場／一宮市民会館　　

定　員／１４０人（先着）　 　受講料／１，０００円　

申し込み／７月２０日（水）までに一宮児童文化協会・平

松　（５１）４４７１

児童文化の研修会 一宮友の会「おさなご発見Ｕ６ひろば」

６歳以下の子どもたちと家族に働きかける催しで

す。ミニ生活講座・体験広場を開催します。家族

でお出掛けください。

日　時／７月２４日（日）　午前１０時～午後３時

会　場／　－ビル３階市民活動支援センターほか

参加料／２００円（３歳～小学生は１００円）

申し込み／丸井　（７１）７２９６

ママのリフレッシュのための講座（バレトン）や、

ママと子どもの絆を深めるリトミック遊びなど、

いろいろなイベントを行っています。

日　時／７月２１日（木）　午前１０時３０分～１１時３０分

会　場／木曽川庁舎３階第３研修室

対　象／未就学児と親　　参加料／８００円

申し込み／山﨑　０９０（６５９４）９８６７

いちふぉとｋｉｄｓ

日　時／８月２８日（日）　午後０時３０分

会　場／一宮市民会館

前売り／高校生以上１，５００円、未就学児～中学生

５００円、高校生以上ペア２，８００円（当日券あり）

申し込み／ＮＰＯ法人響愛学園・芹川　（６４）８４９１

（月～土曜日の午前９時～午後６時）

６周年記念コンサート＆
インクルーシブオーケストラ「シンフォニー」演奏会
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パイクスピーク・インターナショナル・ヒルクライム

岸本吉広さんが出場を報告

　虫送りは稲に害をもたらす虫を追い払

う豊作祈願の行事です。高張りちょうち

ん・ 実 
さね

 盛 人形・たいまつを掲げた行列が、
もり

田んぼ道を練り歩きます。

日　時／７月９日（土）　午後７時

会　場／牧川小学校と周辺

その他／当日の午後１時から牧川小学校

体育館で、実盛人形・たいまつの作成を

見学・体験できます。

問い合わせ／稲沢市生涯学習課　０５８７（３２）

１１１１

県指定無形民俗文化財

尾張の虫送り行事

稲沢市

　４月にアメリカ合衆国で開催され、

ダンスのクラブチーム選手権として

世界最高峰の大会「ＴＨＥ　ＤＡＮＣＥ　

ＷＯＲＬＤＳ」のＯｐｅｎ　Ｊａｚｚ部門で、

ダンススタジオＤＳＦ（丹陽町伝法

寺）の「ＤＳＦ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔｓ」が１０位に入

賞しました。５月２６日に市役所を訪

れ、市長に報告しました。

　全国大会を経て推薦され、出場し

た皆さん。激しいダンスを笑顔でこ

なすことを市長がねぎらうと、メン

バーの市橋さんは「他チームと比べ

ると少ない人数ながら、団結して力

を出し切ることができてうれしかっ

た」と話していました。

ＴＨＥ　ＤＡＮＣＥ　ＷＯＲＬＤＳ

ＤＳＦ　ＢｒｉｌｌｉａｎｔｓがＯｐｅｎ　Ｊａｚｚ部門で１０位に入賞

（写真右から）八木綾香さん、市橋礼衣さん、村上真由美さん、

小関綾子さん、岡野千佳さん、加納沙季さん、稲垣火奈子さん

羽島市

　３㌶の田園に、約２０万本のヒマワリが

一面に広がっています。ぜひお出掛けく

ださい。

期　間／７月下旬

会　場／農事組合法人市之枝営農組合管

理ほ場（羽島市浄化センター北側）

内　容／花トラクター（１人２００円、３歳

以下は無料）、切り花の販売（１０本２００円）

問い合わせ／市之枝地域づくりネットワーク

協議会　０９０（３３０８）９６０４

いちのえだ田園フラワーフェスタ

ひまわり２０１６

　６月にアメリカ合衆国で開催の、自動車と

二輪車の世界最高峰のレース大会「パイクス

ピーク・インターナショナル・ヒルクライム」

に出場する岸本吉広さんが、５月２４日に一宮

市役所を訪れ、中野市長に報告しました。

　岸本さんは今回、電動バイククラスに参戦。

自らも市内で電動バイクの開発に携わり「電

動バイクは環境に優しく、騒音問題も解消で

きる」と話していました。また「電動バイク

は自由にカスタマイズできるので、ぜひ七夕

まつりなどのイベントで活用を」との提案に、

市長は機会があれば検討したいと応じ「大会

では良い成績を期待しています」と激励しま

した。
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　長野県木曽郡木祖村とは、長い交流の歴史がありま

す。毎年「親子木曽川源流探検隊」（右記参照）を開催

し、多くの親子が木祖村の自然を体験してきました。

　また産業面でも交流があります。（有）角田ナーセリー

（萩原町萩原）は、花苗などの生産・卸売りをしており、

夏の暑さで花苗のもととなる親苗が枯れてしまうのを

防ごうと、高地での進出用地を求めていました。そこ

で誘致企業を探していた木祖村のことを知り、（有）角田

ナーセリーは木祖村に進出することが決まりました。

　平成１８年から現地のハウス（写真）で花苗の生産を

開始し、夏季の育苗と親株の保持が可能になり、経営

力の強化につながりました。一方、木祖村は雇用の確

保が図れ、一宮市も地元企業の育成が可能になり、３

者それぞれにメリットがありました。

　こうした交流を、今後も続けていく予定です。

さまざまな場面で一宮市も協力しました

Ｇ７伊勢志摩サミット（５月２４日～２９日）

◆　警備に必要な車両の駐車スペースを警察に提供

◆　宿泊施設などの消防特別警戒のため、４人の消防職員を派遣

◆　欧州連合の代表者へ、新成人が花束を贈呈

　５月２５日、中部国際空港に到着したドナルド・トゥスク欧州理事会議長夫妻を、新成人の水上諒さん（今伊

勢町新神戸、写真右）・木村奈那子さん（大和町妙興寺、写真右から２人目）が、花束を手に出迎えました。

　緊張しましたが、笑顔で花束を受け取ら

れ、握手もしていただき、感動しました。

　愛知県ならではの有松絞の振り袖も着さ

せていただき、貴重な体験ができました。

木村奈那木村奈那子子さんさん

　大変うれしそうに花束を受け取られたこ

とが、心に強く残っています。

　任された役割の重さを感じ、国際社会へ

の興味を、より一層持つようになりました。

水上諒さ水上諒さんん

親子木曽川源流探検隊

▼日　時／７月３０日（土）　午前７時～午後７時

３０分（尾西庁舎西側集合）

▼会　場／長野県木曽郡木祖村

▼対　象／市内の小学生と保護者（未就学児の

同伴可）

▼内　容／木曽川源流の味噌川ダム見学、イワ

ナのつかみ捕り、野外バーベキューなど

▼定　員／８０人（抽選）

▼参加料／大人３，５００円・小学生以下２，５００円（交

通費・保険料などを含む）

▼申し込み／７月８日（金）（消印有効）までに参加

者全員の郵便番号・住所・氏名・続柄・年齢

・学年・電話番号を記入し「親子木曽川源流

探検隊」と明記の上、ハガキ・ファクス・電

子メール（〒４９１－０９１２　新生１丁目１－１　

名鉄観光サービス（株）一宮支店、（７１）８３２５、

ichinomiya@mwt.co.jp ）

名鉄観光サービス（株）一宮支店　（７１）８３２１

公園緑地課　（２８）８６３６

木木祖祖村村とと交交流流ししてていいまますす
木曽川源流の木曽川源流の地地



子育て支援センター

中　央　（８５）７０２６　　　丹　陽　（２８）９１４６
千　秋　（２８）９７７１　　　東五城　（８５）９３３９
黒田北　（２８）９７６９　　　里小牧　（２８）９７７０

　子育て支援センターでは、子育ての困りごと・悩みご

となどの相談に応じています。電話でも相談できます。

▼７月の開場日時

　▽中央子育て支援センター（　－ビル５階）＝午前９時

～午後５時（４・１９日を除く）

　▽その他の子育て支援センター＝月～金曜日　午前９

時～午後４時（１８日を除く）

独りで悩まないで、相談を （その他の相談は２７）

相談電話・会場日時相談名

中保健センター
 （７２）１１２１

７月４日（月）　午後１時～３時

育　　児
西保健センター
 （６３）４８３３

北保健センター
 （８６）１６１１

７月２５日（月）　午後１時～３時

本庁舎２階子育て支援課
 （２８）９１５２

月～金曜日　午前１０時～正午・午後
１時～４時３０分（１８日を除く）

子　ど　も
悩みごと

（電話相談）
 （７３）４１９２

火～土曜日　午後５時３０分～
８時３０分

子ども悩みごと
夜間ダイヤル

療育サポートプラザ 
 （６４）６３６２

月～金曜日　午前９時～午後
４時（１８日を除く）
※在住地区により担当が分か
れます＜予約制＞。

発達の気
になる子 いずみ学園

 （７８）３１１１

申し込み主な内容対象会場日時催し

７月２１日（木）・２２日（金）に電話
で黒田北子育て支援センター

ふれあい遊び、
座談、保健師の
話

１歳児と親で２回
とも参加できる方
（抽選２０組）

尾西庁舎２階
会議室Ｇ

午前１０時
 ～１１時３０分

８月２６日（金）
９月２日（金）

ママといっしょ
でいいな

当日直接会場（問い合わせは
丹陽子育て支援センター）ふれあい遊び・

親同士の交流
未就園児と親

丹陽子育て支
援センター午前１０時

 ～１１時３０分

７月６日（水）
パパもいっしょ
に遊ぼっ ！ 当日直接会場（問い合わせは

黒田北子育て支援センター）
黒田北子育て
支援センター

７月１６日（土）

７月１５日（金）までに電話で生
涯学習課（（８５）７０７４）
※電子メールの申し込み可。
詳しくは、市ウェブサイト
を確認

子育てネットワ
ーカーと親子で
グループトーキ
ング・遊び、耳寄
りな話

第１子の３～１１カ
月の乳児と母親で
２回とも参加でき
る方（抽選各２０組、
＊は１２組）

尾西庁舎５階
日本間Ａ・Ｂ＊

午前１０時
 ～１１時３０分

８月３日（水）
　　２４日（水）

フレッシュママ
交流会

木曽川庁舎３
階第３研修室

８月４日（木）
　　２５日（木）

子ども文化広
場図書館

８月５日（金）
　　２６日（金）

当日直接会場（問い合わせは
●北 里小牧子育て支援センター
●西 東五城子育て支援センター
●中 丹陽子育て支援センター ）

ふれあい遊び・
親同士の交流

第１子の５～１１カ
月の乳児と親（在
住地区担当の会場
へ参加。●中 は中保
健センター区域）

北保健センタ
ー ●北 

午前１０時３０分
 ～１１時３０分

７月１１日（月） 

ひよこっこ
西保健センタ
ー ●西 

７月１３日（水） 

子ども文化広
場図書館 ●中 

７月２０日（水）

パパもいっしょに遊ぼっパパもいっしょに遊ぼっ ！！

親子で楽しもう親子で楽しもう ！！

こっこ相談こっこ相談室室

夜夜ははななかなか寝なかなか寝ないいしし、、朝朝は起きないのは起きないの……

　これぐらいの月齢になる

と、生活リズムもはっきり

してくるので、早寝早起き

の習慣をつけるのはいいことだよね。それにはまず、朝

の一定の時間に起こすことから始めてみてね。起こす時

間になったらカーテンを開けて、太陽の光を浴びさせて

「朝」を認識させてあげて。それでもなかなか起きないと

きは、カーテンを少しずつ開けて光を体に少しずつ当て

てあげるといいみたいだよ。起きたら着替えさせ、１日

の始まりにメリハリをつけてみてね。午前中に、散歩な

どで体を動かして活動的に過ごすと、お腹がすいてご飯

をよく食べたり、夜も早く寝たりするなど、生活リズム

が整いやすくなるよ。昼寝の時間を長引かせないのも、

夜に早く寝させるためのポイントだよ。

　１歳４カ月。早寝早起きの習慣をつけて、生活リ

ズムを整えたいのに、寝るのも起きるのも遅くて困

っています。どうしたらいいの？

こっこ相談員の

アドバイス
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対象は全て市内在住の方。参加料は全て無料



移動子育て支援センタ移動子育て支援センターーこっここっこ
１０：００～１５：００（※は１４：００まで）月

移動図書移動図書館館ほたる号ほたる号

悪天候で中止する場合があります悪天候で中止する場合があります。。

１０：１５～１１：００
１３：３０～１４：３０
１５：００～１６：００

１２日（火）１１日（月）８日（金）７日（木）６日（水）５日（火）４日（月）

西御堂津島神社
葉栗小学校 
西海戸公民館

奥町出張所 
中島小学校 
於保共同出荷場

丹羽公民館 
今伊勢西小学校
奥町前並二公民館

北方青衾社 
丹陽小学校 
浅野公園 

宮後野見神社
千秋南小学校
平島公民館 

ポプラ児童クラブ※萩原老人福祉センター浅野校下児童クラブ※奥公民館向山公民館萩原公民館尾西南部生涯学習センター

２２日（金）２１日（木）２０日（水）１９日（火）１５日（金）１４日（木）１３日（水）

大和豊島台ちびっこ広場
赤見小学校 
佐千原坂手神社

東浅井浅井神社
大和西小学校
馬引公民館駐車場 

大野公民館 
千秋東小学校
浮野八幡社 

千秋町出張所
丹陽南小学校
多加木記念館公民館

島村若栗神社
開明小学校 
本神戸酒見神社

西成公民館神山公民館今伊勢公民館子ども文化広場図書館大和南小学校※

２９日（金）２８日（木）２７日（水）２６日（火）２５日（月）

上段はほたる号
西小島公民館
北方小学校 
光明寺愛宕神社

萩原町出張所
木曽川東小学校
馬寄石刀神社 

尾関平山住宅
朝日西小学校
樫の木文化資料館

下段はこっこ北方老人いこいの家浅井公民館開明老人いこいの家

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７

中央図書館　（７２）２３４３　玉堂記念木曽川図書館　（８４）２３４６
尾西図書館　（６２）８１９１　　　　尾西児童図書館　（６９）７４２９

子ども文化広場図書館　（２５）１３５０

中央図書館

ストーリー・テリングの会／２日（土）の午前１１時、１６日

（土）の午後３時（５歳以上）

おはなし会　読み聞かせ／２日（土）・３日（日）の午後３時、

１０日（日）の午前１１時・午後３時、１２日（火）の午前１０時３０

分、１７日（日）の午前１１時・午後３時、１８日（祝）の午前１１

時、２３日（土）の午前１１時・午後３時、２８日（木）の午前１０

時３０分

外国絵本の読み聞かせ／３日（日）の午前１１時

おはなし会　紙しばい／９日（土）・２４日（日）の午前１１時・

午後３時

尾西図書館

おはなし会／２日～３１日の土・日曜日の午後２時

たのしいおはなし会　朗読／９日（土）の午前１１時

親子で楽しむ会／１３日（水）の午前１１時（未就園児）

ストーリー・テリングの会／２３日（土）の午前１１時（５歳

以上）

玉堂記念木曽川図書館

読み聞かせ会／２日（土）・２３日（土）の午前１１時

子どもアニメ上映会／９日（土）の午前１１時

おはなし会／１０日（日）・２４日（日）の午後２時

おはなしひろば／１６日（土）の午前１１時

映画上映会「Ｋ２　初登頂の真実（字幕版）」／１７日（日）

の午後２時

尾西児童図書館

ストーリー・テリングの会／６日（水）の午後３時１０分

（５歳以上）

子どものつどい　読み聞かせ／２０日（水）の午後３時１０分

子ども文化広場図書館

おはなしひろば／２日（土）・９日（土）の午後２時

よむりんの森のおはなし会／１０日（日）の午後３時

はじめのいっぽ／１４日（木）・２８日（木）の午前１０時３０分（未

就園児）

布絵本であそびましょう／１６日（土）の午後２時

ストーリー・テリングの会／２３日（土）の午後３時（５歳

以上）、２４日（日）の午後３時（４歳以下は保護者同伴）

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし

一般書

児童書

クマと旅をする

　クマと 対  峙 し思う。それは、自分が
たい じ

食物連鎖に組み込まれたということ。

命と向き合う動物写真家が、野生動物

との初めての出会い、動物と向き合う

覚悟、人と動物の生きる世界の在り方

への思いを語る。

前川貴行／写真・文

キーステージ２１／刊

　フランスのオートリーヴという小さ

な村の郵便配達夫シュヴァルは、拾っ

た石を材料にして、理想の宮殿を３３年

かけて、たった一人で建てました。月

刊「たくさんのふしぎ」から生まれた本。

岡谷公二／文　山根秀信／絵

福音館書店／刊

シュヴァル
夢の宮殿をたてた郵便配達夫
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　「
民
話
」
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
話
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
や
は
り
「
桃

太
郎
」
や
「
浦
島
太
郎
」「
竹
取
物
語
」
は
外

せ
ま
せ
ん
ね
。
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
が
岩

手
の
民
話
を
集
め
た
「
遠
野
物
語
」
な
ど
も

有
名
で
す
。
作
家
の
松
谷
み
よ
子
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
民
話
は
「
昔
話
」「
伝
説
」「
世
間
話
」

の
三
つ
に
分
か
れ
る
そ
う
で
す
が
、
一
番
の

特
徴
は
「
口
伝
え
に
残
っ
て
き
た
」
こ
と
で

す
。
人
類
が
「
言
葉
」
と
い
う
道
具
を
持
っ

た
の
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
　１０

万
年
ほ
ど
前
に
は
会
話
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
か
ら
、
か
な
り
以
前
か
ら
「
民
話
」
が
残

っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
一
宮
に
も
、
古
事
記
や
日

本
書
記
に
さ
か
の
ぼ
る
時
代
か
ら
、
多
く
の

民
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な

民
話
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
養
老
年
間
（
８
世
紀
）
に
描
か
れ
た
と
い

う
有
名
な
古
地
図
を
見
る
と
、
濃
尾
平
野
は

大
き
な
海
で
、
そ
こ
に
中
島
郡（
一
宮
辺
り
）

や
枇
杷
島
な
ど
が
、
島
と
し
て
浮
か
ん
で
い

ま
す
。
一
宮
は
昔
か
ら
木
曽
川
の
恵
み
と
背

中
合
わ
せ
で
、
水
（
洪
水
や
日
照
り
）
に
関

わ
る
民
話
が
多
い
よ
う
で
す
。そ
の
中
の「
真

清
田
神
社
の
龍
神
」
と
い
う
話
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
　
　
真
清
田
神
社
の
龍
神

　
む
か
し
む
か
し
、
一
宮
村
が
ひ
ど
い
日
照

り
で
お
百
姓
さ
ん
が
困
っ
て
い
た
時
。
通
り

す
が
り
の
旅
の
僧
が
、
気
の
毒
に
思
っ
て
真

清
田
神
社
で
雨
ご
い
を
し
た
が
、
な
か
な
か

雨
が
降
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
旅
の
僧
は
神

社
の
傍
ら
に
生
え
て
い
る
カ
ヤ
の
草
で
竜
を

作
っ
て
命
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
竜
に

雨
を
降
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
が
、
　

竜
に
と
っ
て
も
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
一
宮
の
お
百
姓
さ
ん
の
た
め
に
、
せ
っ

か
く
も
ら
っ
た
自
分
の
命
と
引
き
換
え
に
待

望
の
雨
を
降
ら
し
て
く
れ
た
と
い
う
お
話
。

　
こ
の
話
を
採
集
し
、
世
に
出
し
た
作
家
の

平
松
哲
夫
さ
ん
（
右
写
真
）
に
話
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。
平
松
さ
ん
は
一
宮
生
ま
れ
で
、

第
　
回
新
美
南
吉
文
学
賞
を
受
賞
。「
ま
ん
が

１１
日
本
昔
ば
な
し
」
の
執
筆
に
関
わ
っ
た
り
、

ラ
ジ
オ
番
組
で
東
海
地
方
の
民
話
を
　
年
に

１６

わ
た
っ
て
取
り
上
げ
た
り
と
、
現
在
活
躍
中

で
す
。「
民
話
は
、
登
場
人
物
が
ど
う
生
き
た

か
を
伝
え
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

ど
う
生
き
よ
う
と
し
た
か
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
」
と
平
松
さ
ん
。「
今
の
幸
せ
と
暮
ら
し

を
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い

で
い
く
の
か
。
民
話
の
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞
け
ま

し
た
。
ご
み
が
近
所
に
よ
く
捨
て
ら
れ
「
ご

み
捨
て
禁
止
」
と
の
立
て
看
板
の
あ
っ
た
池
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民話という「願い」

～Once　upon　a　time　in　Ichinomiya～
む か し　 む か し　 こ の　 ま ち で

真
清
田
神
社
の
龍
神



に
つ
い
て
、
こ
の
池
に
 河
童
 が
住
ん
で
い
た

か
っ
ぱ

こ
と
を
、
平
松
さ
ん
が
昔
話
で
子
ど
も
た
ち

に
教
え
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
子
ど
も
た
ち

は
誰
に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
池
の
掃
除

を
始
め
、
つ
い
に
は
、
き
れ
い
な
池
が
戻
っ

た
と
の
こ
と
。
自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
で
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
と
の
素
直
な
驚
き

と
再
発
見
が
あ
れ
ば
、
同
時
に
祖
先
や
親
、

ひ
い
て
は
、
こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
気
持
ち
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
平
松
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ち
に
は
、
数
多
く

の
素
晴
ら
し
い
民
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
民
話
は
単
に
昔
の
こ
と
だ

け
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ぜ
ひ
古
き

を
た
ず
ね
て
、
新
し
き
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
課
の
岩
井
政
美
指
導
主
事
に
話

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
今
は
、
授
業
の
一
環

と
し
て
民
話
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
学
校
図
書
館
の
司
書
の
皆
さ
ん
に
、
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
年

に
合
わ
せ
、
ま
ず
は
民
話
の
楽
し
さ
を
味
わ

わ
せ
、
話
の
意
図
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
民

話
を
教
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
自
分
の
住
む

国
や
地
域
の
こ
と
、
文
化
の
こ
と
を
知
る
機

会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

昔
は
自
然
に
家
族
や
地
域
の
中
で
伝
わ
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
、
今
は
学
校
で
伝
え
て
い
か

な
い
と
残
ら
な
い
と
い
う
現
実
も
見
え
て
く

る
気
が
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
朗
読
サ
ー
ク
ル

「
き
き
ょ
う
」を
運
営
し
て
い
る
代
表
の
藤
生

綾
子
さ
ん
（
左
写
真
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

民
話
の
特
徴
は
何
よ
り
も
語
り
手
が
い
る
と

い
う
こ
と
。「
朗
読
に
お
い
て
、
例
え
ば
文
芸

作
品
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
大
事
に
し
、
民
話
は

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
ま
す
。
民

話
は
難
し
い
で
す
ね
。
方
言
で
味
を
付
け
な

が
ら
、
短
い
文
章
で
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
民
話
は
語
っ
て
、
残
さ
な
け

れ
ば
刻
々
と
消
え
て
い
く
も
の
」
と
の
こ
と

で
す
。

　
さ
ら
に
藤
生
さ
ん
は
「
昔
と
違
い
、
３
世

代
同
居
の
家
族
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
地

域
の
つ
な
が
り
も
薄
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
常
の
中
の
生
き
て
い
く
知
恵
の
よ
う
な
も

の
が
、今
は
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
折
々

の
機
会
に
、
子
ど
も
た
ち
に
民
話
を
読
み
聞

か
せ
る
こ
と
も
あ
り
、「
ど
ん
な
に
動
い
て
い

て
も
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て
い
て
も
、
子
ど

も
た
ち
は
耳
だ
け
は
し
っ
か
り
と
向
け
て
く

れ
る
。
ち
ゃ
ん
と
頭
に
残
し
て
く
れ
る
。
楽

し
く
聞
い
て
く
れ
る
」
と
の
こ
と
。
そ
し
て

読
み
聞
か
せ
の
場
合
は
「
読
み
っ
ぱ
な
し
」

で
は
な
く
て
、
し
っ
か
り
と
聞
き
手
の
反
応

や
理
解
を
把
握
す
る
こ
と
も
、
何
よ
り
も
大

切
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
、ツ
イ
ッ
タ
ー
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
が
全
盛
時
代
。
少
子
高
齢

化
も
進
ん
で
、
民
話
の
担
い
手
で
あ
っ
た
家

族
や
地
域
の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
語
り
手
の
「
願
い
」
を
伝
え
る

と
い
う
民
話
の
本
質
は
、
今
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
大
人
に
な
る
と
、
と
も
す
れ
ば
民
話
は
、

図
書
館
や
学
校
の
中
で
の
こ
と
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
ふ
と
自
分
の
行
い
や
考
え
方
の
中

に
親
や
祖
先
の
願
い
や
思
い
を
発
見
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
送
る
日
々
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
や
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

願
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
今
よ
り
も
幸
せ

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
変
わ
ら
ぬ
願
い

が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
民
話
」
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
の
世
の
話
も
語
り
継
が
れ
て
い
け
ば
、

立
派
な
「
民
話
」
で
す
。
実
は
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
、
民
話
の
「
語
り
手
」
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
古
き
を
た
ず
ね
、
新
し
き
を

知
る
。
地
元
の
民
話
に
注
目
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
最
後
に
、
ち
ょ
っ
と
小
粋
な
お
話
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
平
松
さ
ん
が
採
集
し
、

世
に
出
し
た
お
話
で
す
。
お
後
が
よ
ろ
し
い

よ
う
で
…

　
　
　
十
五
夜
の
月
見
芋

　
む
か
し
む
か
し
５
世
紀
ご
ろ
、
朝
廷
で
争

い
ご
と
が
あ
り
、
２
人
の
皇
子
が
京
都
か
ら

尾
張
に
逃
れ
て
い
っ
た
。
追
手
が
か
か
り
、

皇
子
た
ち
一
行
は
食
べ
る
物
も
な
く
、
今
の

黒
田
辺
り
で
夜
と
な
っ
た
。

　
皇
子
の
家
臣
た
ち
は
何
と
か
皇
子
だ
け
に

で
も
食
べ
る
物
を
探
し
た
が
見
当
た
ら
な
い
。

村
人
た
ち
も
助
け
た
い
が
、
追
手
に
後
で
お

と
が
め
を
受
け
か
ね
な
い
と
考
え
、
村
人
の

１
人
が
知
恵
を
出
し
た
。「
こ
の
辺
り
で
は
八

月
の
十
五
夜
、
お
月
さ
ま
に
備
え
る
月
見
芋

は
盗
っ
て
食
べ
て
も
よ
い
の
で
す
」
と
家
臣

に
伝
え
た
。
そ
の
よ
う
な
風
習
は
実
際
に
は

な
か
っ
た
が
、
ど
の
家
も
縁
側
に
芋
を
山
の

よ
う
に
積
ん
だ
と
い
う
お
話
。

　
そ
れ
か
ら
こ
の
辺
り
で
は
、
十
五
夜
に
月

見
芋
を
盛
る
習
慣
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　

　
文
／
土
屋
友
昭
　
絵
／
土
川
唯

　
写
真
／
牛
田
一
美
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つ
た
え
る
こ
と
、

　
　
　
　つ
な
が
る
こ
と

民
話
と
い
う「
願
い
」
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